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メ
タ
バ
ー
ス
と
は

ネ
ッ
ト
上
の
３
次
元
仮
想
空
間

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
メ
タ
バ
ー
ス
と
い
う
言

葉
を
頻
繁
に
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

「
メ
タ
バ
ー
ス
と
は
何
か
」
と
問
わ
れ
る
と
、

そ
の
説
明
は
結
構
難
し
い
。
そ
の
定
義
が
人

に
よ
っ
て
異
な
る
か
ら
だ
。

一
般
的
に
は
「
仮
想
現
実
（
Ｖ
Ｒ
）、
拡
張

現
実
（
Ａ
Ｒ
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
な

ど
の
デ
ジ
タ
ル
空
間
な
ど
を
統
合
し
た
、
共

有
さ
れ
た
相
互
に
接
続
さ
れ
た
複
数
の
仮
想

空
間
や
環
境
」
と
さ
れ
る
。
メ
タ
バ
ー
ス
を

世
に
広
め
た
立
役
者
と
さ
れ
る
投
資
家
の
マ

シ
ュ
ー
・
ボ
ー
ル
は
、
著
書
の
『
ザ
・
メ
タ

バ
ー
ス 

世
界
を
創
り
変
え
し
も
の
』
の
中
で

メ
タ
バ
ー
ス
を
「
①
３
次
元
の
仮
想
空
間
＋

サ
ー
ビ
ス
の
永
続
性
、
②
多
数
参
加
の
同
期

性
、
③
相
互
運
用
性
、
④
コ
ン
テ
ン
ツ
生
成

の
容
易
性
」
と
定
義
し
て
お
り
、
こ
れ
が
私

の
意
見
に
近
い
。

サ
ー
ビ
ス
が
持
続
的
に
継
続
さ
れ
る
３
次

元
の
仮
想
空
間
内
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
相

互
通
信
で
同
時
に
参
加
し
体
験
や
活
動
が
で

き
る
。
こ
れ
は
例
え
ば
、誰
か
が
投
げ
た
ボ
ー

ル
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
投
げ
返
す
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
楽
し
め
る
と

い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
生
成
の

容
易
性
と
は
、
メ
タ
バ
ー
ス
内
に
ゲ
ー
ム
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
様
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
多
く

の
人
が
つ
く
り
出
せ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

そ
の
仮
想
空
間
に
お
い
て
、
よ
り
没
入
感

を
高
め
る
た
め
に
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
が
使
わ
れ

る
が
、
必
ず
し
も
必
要
な
わ
け
で
は
な
く
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画
面
で
も

体
験
で
き
る
。
メ
タ
バ
ー
ス
に
没
入
感
も
必

須
と
す
る
と
、
拡
張
性
の
あ
る
応
用
の
議
論

が
進
ま
な
い
た
め
、
私
は
メ
タ
バ
ー
ス
を

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
３
次
元
仮
想
空
間
」

だ
と
広
く
捉
え
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
環
境
と
技
術
が
進
化
し

ゲ
ー
ム
で
一
気
に
広
ま
っ
た

現
実
社
会
で
メ
タ
バ
ー
ス
の
先
駆
け
と

し
て
登
場
し
た
の
は
、
２
０
０
３
（
平
成
15
）

年
に
米
国
のL

リ
ン
デ
ン

inden L

ラ
ボ

ab

社
が
提
供
し
た

「S

セ
カ
ン
ド

econd L

ラ
イ
フ

ife

」で
あ
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
３
Ｄ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
ス（
Ｃ
Ｇ
）に
よ
る
仮
想
世
界
に
ア
バ
タ
ー

（
分
身
）
で
参
加
し
た
者
同
士
が
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
が
行
え
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
私
の
周

囲
で
も
利
用
者
は
結
構
い
た
が
、
あ
ま
り
定

着
し
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
こ
こ
数
年
で
メ
タ
バ
ー
ス
が
広

ま
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
信
の
高
速
化
と
大
容
量
化
、
Ｃ
Ｇ
性
能
の

劇
的
な
向
上
が
あ
る
。
ま
た
デ
バ
イ
ス
の
進

化
で
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
や
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
が
比

較
的
安
価
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
も
な
っ
て

き
た
。
そ
こ
へ
き
て
２
０
１
７
（
平
成
29
）

年
に
公
開
さ
れ
た
米
国
のE エ
ピ
ッ
ク

pic G

ゲ
ー
ム
ズ

am
es

社

配
信
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
、「F

フ
ォ
ー
ト
ナ
イ
ト

ortnite

」

が
若
者
を
中
心
に
世
界
中
の
人
た
ち
に
支
持

さ
れ
た
こ
と
で
一
気
に
メ
タ
バ
ー
ス
が
浸
透

し
た
。
戦
闘
が
メ
イ
ン
の
ゲ
ー
ム
な
が
ら
、

そ
の
中
で
は
ユ
ー
ザ
ー
同
士
で
ラ
イ
ブ
や
映

画
鑑
賞
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
る
。
流

行
の
背
景
に
は
、
技
術
の
進
化
で
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
の
あ
る
世
界
が
創
り
出
せ
た
こ
と
も

あ
る
が
、
何
よ
り
こ
れ
が
「
楽
し
い
」
体
験

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
一
番
に
あ
る
。

-

視 
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（
大
阪
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学
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導
的
学
際
研
究
機
構 

教
授
）

築
２
７
０
年
の
古
民
家
を
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
バ
ー
ス
化
し
、
リ
ア
ル
と
バ
ー
チ
ャ
ル
の
相
互
交
流
を
目
指
す

株
式
会
社
石
見
銀
山
群
言
堂
グ
ル
ー
プ
（
島
根
県
大
田
市
）

新
た
な
自
分
と
居
場
所
の
発
見
に
つ
な
が
る
機
会
を
提
供
す
る
、
メ
タ
バ
ー
ス
不
登
校
学
生
支
援

ば
ー
ち
ゃ
る
ケ
ア 

ゆ
ず
あ
っ
と
（
広
島
市
）

関
係
人
口
を
増
や
す
自
治
体
初
の
試
み  

Ａ
Ｉ
ア
バ
タ
ー
の
県
職
員
が
働
く
「
メ
タ
バ
ー
ス
課
」
を
設
置
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青い海と緑の山々に恵まれた中国地域に、地域づくりの風が吹き始めています。

自分たちの大好きなこの街を少しでも良くし、子どもたちにしっかりと手渡したい。

こんな気持ちで頑張っている人たちがいっぱいいます。

「碧い風」は、そんなまちづくり人を結びながら、自分たちのまわりにある魅力を高め、

きらめくような中国地域にしていく媒体にしていきたいと思っています。

強くはないが、楽しい風。

そんな風を、みなさんと一緒に巻き起こしたいと考えています。
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栄藤 稔
〈えとう・みのる〉
兵庫県出身。1985年
広島大学大学院修士
了。工学博士。パナソ
ニック株式会社にて
MPEG（画像符号化）
標準化に従事した後、
株式会社NTTドコモにてDXに取り組む。
同社の米国法人社長を経て、2016年まで
株式会社NTTドコモ・ベンチャーズの社長
を兼務。2017年にNTTドコモ役員を退任
し大阪大学教授に就任。国立研究開発法人
科学技術振興機構 CREST人工知能領域研
究総括、対話AI技術の株式会社コトバデザ
イン会長CEO、一般社団法人情報社会デ
ザイン協会代表理事。総務省「Web3時代
に向けたメタバース等の利活用に関する研
究会」座長代理も務める。
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り
、
そ
れ
を
生
か
す
た
め
に
は
、
高
齢
者
で

も
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
っ
た
人
た
ち
で

も
、
み
ん
な
が
使
え
る
環
境
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
メ
タ
バ
ー
ス
を
新
た
な
情
報
や
体

験
を
提
供
す
る
窓
口
と
な
る
空
間
だ
と
捉
え

れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

誰
も
が
恩
恵
を
受
け
る
と
こ
ろ
ま
で
広
げ

る
に
は
、
テ
レ
ビ
を
つ
け
た
ら
メ
タ
バ
ー
ス

技
術
が
活
用
さ
れ
て
い
た
り
、
学
校
で
生
徒

が
い
つ
で
も
メ
タ
バ
ー
ス
を
使
え
る
状
況
に

な
っ
た
り
す
る
よ
う
な
レ
ベ
ル
に
ま
で
、
メ

タ
バ
ー
ス
と
の
接
点
を
一
般
大
衆
化
し
て
ア

災
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
の
活
用
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

中
で
も
都
市
設
計
の
最
適
化
だ
け
で
な

く
、
エ
ン
タ
メ
コ
ン
テ
ン
ツ
に
デ
ジ
タ
ル
ツ

イ
ン
を
利
用
す
る
の
は
日
本
特
有
の
動
き
で

あ
る
。
ア
バ
タ
ー
が
ま
ち
を
周
遊
し
て
魅
力

を
体
験
で
き
る
「
バ
ー
チ
ャ
ル
銀
座
」
や

「
バ
ー
チ
ャ
ル
渋
谷
」
に
も
、PLAT

EA
U

の
デ
ー
タ
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
地
方
都
市

で
も
、
そ
う
い
っ
た
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
取

り
組
み
が
で
き
れ
ば
面
白
い
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
そ
の
未
来
に
あ
る
Ｓ
Ｆ
プ
ロ
ト
タ

イ
ピ
ン
グ
は
、
Ｓ
Ｆ
の
世
界
を
実
現
す
る
と

ど
う
な
る
か
と
い
う
発
想
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト

し
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
（
試
作
品
）
を
つ
く
る
試

み
で
、
企
業
や
大
学
の
研
究
開
発
で
の
活
用

が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
メ
タ
バ
ー
ス

は
、
娯
楽
性
だ
け
で
な
く
、
産
業
の
発
展
や

社
会
課
題
の
解
決
、
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献

度
も
高
く
、
活
用
幅
は
広
い
。

誰
も
が
利
用
で
き

恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
を

今
後
の
進
化
の
方
向
性
と
し
て
は
、
ま
ず
、

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
側
に
お
い
て
は
、
仮

想
空
間
内
に
立
体
物
を
形
成
す
る
モ
デ
リ
ン

グ
が
ど
ん
ど
ん
深
化
し
続
け
る
の
で
、
そ
れ

に
対
応
し
た
技
術
で
メ
タ
バ
ー
ス
コ
ン
テ
ン

ツ
も
設
計
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

ア
ン
リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド
と

ミ
ラ
ー
ワ
ー
ル
ド
で
の
展
開

メ
タ
バ
ー
ス
に
よ
っ
て
、
可
能
に
な
る
こ

と
を
左
図
で
示
し
た
。
横
軸
の
左
側
は
ア
ン

リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド
（
仮
想
の
世
界
）
で
、
右

側
は
ミ
ラ
ー
ワ
ー
ル
ド
（
現
実
を
再
現
し
た

世
界
）、
そ
の
中
間
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
世

界
が
あ
る
。
縦
軸
は
現
在
か
ら
未
来
へ
の
時

間
の
流
れ
を
表
し
て
い
る
。

メ
タ
バ
ー
ス
で
は
実
在
と
仮
想
を
シ
ー
ム

レ
ス
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
地
域

を
舞
台
に
し
た
バ
ー
チ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
活
性
化
を
図
る
こ
と
も
可
能
だ
。
世

界
中
か
ら
容
易
に
参
加
で
き
る
の
で
地
域
コ

ン
テ
ン
ツ
を
世
界
に
発
信
で
き
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
現
地
を
訪
れ

る
動
き
が
誘
発
さ
れ
れ
ば
、
地
域
の
に
ぎ
わ

い
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
日
本
で
は
Ｖ
チ
ュ
ー

バ
ー※
１

の
人
気
が
高
く
、
仮
想
芸
人
・
デ
ジ
タ

ル
芸
人
が
所
属
す
る
、
あ
る
い
は
デ
ジ
タ
ル

コ
ン
テ
ン
ツ
を
扱
う
ホ
ロ
ラ
イ
ブ
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
な
ど
の
存
在
は
、
今
後
面
白
い
動
き

に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

ミ
ラ
ー
ワ
ー
ル
ド
で
は
、
実
在
す
る
場
所

を
仮
想
空
間
上
に
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン※
２

と
し
て

再
現
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で

最
適
な
状
況
を
探
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
工
事
や
輸
送
の
最
適

化
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
都
市
計
画
、
脱
炭
素

社
会
の
実
現
な
ど
が
図
れ
る
。

例
え
ば
、
大
阪
大
学
で
は
総
合
空
調
企

業
の
ダ
イ
キ
ン
工
業
株
式
会
社
と
ス
マ
ー
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
の
実
証
試
験
を
行
っ
て
い
る
。

箕み
の
お面
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
室
や
食
堂
な
ど
の
３

Ｄ
モ
デ
ル
を
作
成
し
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
上
に

再
現
、
セ
ン
サ
ー
で
捉
え
た
実
際
の
人
の
動

き
か
ら
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
反
映
し
て
空
気

の
流
れ
や
状
態
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
、
Ａ

Ｉ
に
よ
る
効
率
的
な
空
調
管
理
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
最
適
化
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
の
株
式
会
社

小
松
製
作
所
な
ど
が
設
立
し
た
株
式
会
社

E

ア

ー

ス

ブ

レ

ー

ン

A
RT
H
BRA

IN

で
は
、
現
地
に
行
か
ず

遠
隔
で
工
事
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
た
「
ス

マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
ド
ロ
ー
ン
な
ど
で
デ
ー
タ
を
集

め
建
設
現
場
を
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
上
に
再
現

し
、
最
低
限
の
コ
ス
ト
で
施
工
で
き
る
よ
う

検
証
を
行
う
次
世
代
型
施
工
管
理
だ
。
そ
こ

で
得
た
デ
ー
タ
を
全
自
動
制
御
機
能
を
搭
載

し
た
建
設
機
械
に
送
れ
ば
遠
隔
工
事
が
可
能

と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
メ
タ
バ
ー
ス
内
で

検
証
し
危
険
が
伴
う
作
業
な
ど
を
ロ
ボ
ッ
ト

が
行
う
、
と
い
っ
た
事
例
は
増
え
て
い
く
だ

ろ
う
。

こ
れ
ら
二
つ
の
ワ
ー
ル
ド
の
中
間
に
あ
る

取
り
組
み
と
し
て
、
例
え
ば
、
城
跡
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
か
ざ
す
と
昔
の
城
の
姿
や
情
報

が
現
れ
る
と
い
う
Ａ
Ｒ
・
Ｖ
Ｒ
技
術
を
活
用

し
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
観
光
や
教
育
な

ど
に
有
効
な
コ
ン
テ
ン
ツ
で
、
職
場
や
会
議

の
場
で
あ
る
「
バ
ー
チ
ャ
ル
オ
フ
ィ
ス
」
も

こ
こ
に
入
る
。

ま
た
、
国
土
交
通
省
に
よ
る
全
国
の
３
Ｄ

都
市
モ
デ
ル
の
整
備
・
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「P
プ

ラ

ト

ー

LA
T
EA
U

」
も
興
味
深

い
試
み
で
あ
る
。
国
の
機
関
が
デ
ー
タ
を
提

供
す
る
例
は
珍
し
く
、
都
市
基
盤
整
備
や
防

次
に
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
は
、
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
使
用
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
「
ユ
ー

ザ
ー
体
験
」
を
提
供
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
購
入
を
検
討
す

る
車
の
機
能
を
体
感
す
る
試
乗
や
、
住
宅
の

内
覧
、
服
の
試
着
体
験
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

一
方
で
、
今
後
、
メ
タ
バ
ー
ス
が
社
会
に

よ
り
広
く
浸
透
し
て
い
く
た
め
の
課
題
を
考

え
る
と
、
何
よ
り
も
大
事
な
の
は
利
用
者
の

裾
野
を
広
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
メ
タ
バ
ー
ス

の
利
点
は
、
身
体
的
な
制
約
か
ら
解
放
さ
れ

て
参
加
す
る
場
所
を
提
供
で
き
る
こ
と
に
あ

ク
セ
ス
を
容
易
に
す
る
環
境
整
備
が
必
要
だ
。

例
え
ばYouTube

の
よ
う
に
コ
ス
ト
を

か
け
な
く
て
も
誰
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
難
し
い
本
を
読
ま
ず
と
も
ゲ
ー
ム
の

よ
う
に
勉
強
が
で
き
れ
ば
、
研
究
開
発
や
訓

練
、
教
育
分
野
で
の
活
用
は
広
が
っ
て
い
く

だ
ろ
う
。

ま
た
、
ソ
フ
ト
面
で
はFortnite
の
よ
う

な
人
気
コ
ン
テ
ン
ツ
の
登
場
が
メ
タ
バ
ー
ス

を
普
及
さ
せ
る
上
で
重
要
と
な
る
が
、
ハ
ー

ド
面
で
は
、
必
須
の
デ
バ
イ
ス
で
は
な
い

も
の
の
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
の
装
着
が
重
く
て
面

倒
、
と
い
う
問
題
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
。

違
和
感
な
く
長
時
間
使
用
で
き
る
眼
鏡
の
よ

う
な
ヒ
ッ
ト
商
品
が
手
頃
な
価
格
で
登
場
す

れ
ば
、
多
く
の
人
が
メ
タ
バ
ー
ス
を
手
軽
に

何
倍
も
楽
し
め
る
環
境
と
な
り
、
状
況
が
大

き
く
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
う
し
た
一
方
で
、
普
及
が
進
み
利
用
者

が
増
え
る
と
、
仮
想
空
間
内
で
の
無
責
任
な

行
動
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
一
定
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
づ
く
り
と
教
育
も
必
要
だ
ろ
う
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
が
進
展
す
る
状
況
下
で
、

メ
タ
バ
ー
ス
に
よ
っ
て
誰
も
が
暮
ら
し
や
す

く
な
る
社
会
や
地
域
が
実
現
す
る
こ
と
を
私

は
期
待
す
る
。
そ
の
鍵
は
利
用
者
が
そ
の
立

場
で
考
え
る
ユ
ー
ザ
ー
参
加
型
の
社
会
シ
ス

テ
ム
デ
ザ
イ
ン
（
環
境
整
備
）
に
あ
る
。

世界に4億人以上の利用者がいるバトルロイヤル形式オンライン
ゲーム。ほとんどのゲームプラットフォームで無料利用できるだ
けでなく、ゲーム内に誰でも簡単に自分だけの世界を制作できる。
メタバース化した都市やオリジナルゲームをつくり、企業が広告
やプロモーションを行う場として公開することや、アーティスト
がイベントを行うことも可能だ

「国宝松江城・城下町AR・VR」では、スマートフォンを通して特徴的な構造「通し柱」を
現存する天守に重ねて見たり、再現された江戸時代の松江城下の様子を天守最上階から
眺めたりできる

株式会社EARTHBRAINのサービス「スマートコンス
トラクション」は、デジタルツイン上で最適な土量配
分計画や施工手順、建機・トラックの稼働率などを
算出し、精度の高い施工計画を短時間で作成する

人材不足や高齢化を補う建設機械
向け遠隔操作システムの開発も進
み、提供を開始している

兵庫県養父（やぶ）市と吉本興業が連携して取り組んでいる「バーチャルやぶ」では、メタ
バース化した観光名所で、吉本芸人のＶＲライブやゲームなどを楽しむことができる

高校生クリエイターが手掛け公開された、
映画『すずめの戸締り』のメタバース
写真提供／株式会社NEIGHBOR

2023年5月に道頓堀や浅草を再現して行われた「Gillette ラボ CUP」　
写真提供／ P&Gジャパン合同会社

2021年8月に開催したアリアナ・グ
ランデのライブツアー告知ビジュアル
写真提供／ Epic Games, Inc.

メタバースが社会にもたらす可能性特集

写真提供／株式会社EARTHBRAIN

写真提供／凸版印刷株式会社

Fortnite（フォートナイト）

※1 Ｖチューバー…バーチャルYouTuberの略で、アバターキャラクターを使って活動するYouTuberのこと
※2 デジタルツイン…現実世界の情報を基に仮想世界に双子（ツイン）を構築した空間や、そこでさまざまなシミュレーションを行う技術のこと

写真提供／養父市

実写以外の新コンテンツ
（多言語、芸能、洗練、幽玄）

仮想芸人
プロダクション

大規模ゲーム
医療・福祉 インフラ開発・維持

工事最適化

輸送最適化
国土交通省プロジェクト

「PLATEAU」の
デジタルシティ

バーチャルイベント
コンサート

eスポーツ 産業用メタバース
（ロボティクス・シミュレーション）

SFプロトタイピング

バーチャルオフィス

教育・訓練コンテンツ

EC
（オンラインショッピング等）デジタルクローン

脱炭素社会

FutureFuture
（未来）（未来）

Unreal WorldUnreal World
（仮想の世界）（仮想の世界）

コミュニケーションコミュニケーション ハイブリッドの世界ハイブリッドの世界
Mirror WorldMirror World

（現実を再現した世界）（現実を再現した世界）
シミュレーションシミュレーション

PresentPresent
（現在）（現在）

図　メタバースで可能になること（メタバースの活用分野）
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歴
史
的
な
景
観
が
残
る

大
森
銀
山
地
区

中
世
よ
り
大
量
の
銀
が
採
掘
さ
れ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
も
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
た
石

見
銀
山
。
大
田
市
大
森
町
の
大
森
銀
山
地
区

は
、
か
つ
て
江
戸
幕
府
直
轄
の
鉱
山
町
と
し

て
発
展
し
、
銀
山
川
沿
い
の
谷
間
に
延
び
る

約
２・
８
㎞
の
町
並
み
に
は
代
官
所
跡
や
当

時
の
郷ご
う

宿や
ど
、
武
家
屋
敷
、
商
家
な
ど
が
現
存

し
、
石せ
き

州し
ゅ
う

瓦が
わ
ら

の
建
築
が
落
ち
着
い
た
風
情
を

つ
く
り
出
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
歴
史
的
景

観
が
評
価
さ
れ
、
１
９
８
７
（
昭
和
62
）
年

に
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

（
以
下
、
重
伝
建
）
に
選
定
さ
れ
た
。
さ
ら

に
２
０
０
７
（
平
成
19
）
年
に
は
、
大
森
銀

山
地
区
を
含
む
一
帯
が
、「
石
見
銀
山
遺
跡

と
そ
の
文
化
的
景
観
」
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
の

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

こ
の
大
森
銀
山
地
区
を
拠
点
に
、
ア
パ
レ

ル
業
や
宿
泊
業
等
を
展
開
し
て
い
る
の
が
、

株
式
会
社
石
見
銀
山
群
言
堂
グ
ル
ー
プ
（
以

下
、
群
言
堂
）
だ
。
バ
ブ
ル
期
の
１
９
８
９

（
平
成
元
）
年
に
古
民
家
を
改
修
し
て
店
舗
を

構
え
、
さ
ら
に
武
家
屋
敷
を
宿
と
し
て
再
生

す
る
な
ど
、
地
区
に
残
る
貴
重
な
文
化
財
の

保
存
活
用
を
行
っ
て
き
た
。

群
言
堂
で
は
、
本
社
敷
地
内
に
移
築
さ
れ

た
築
２
７
０
年
の
古
民
家
「
鄙
舎
」
の
茅
葺

実際の鄙舎（左）とデジタルツインバース上の鄙舎（右）　写真提供／株式会社石見銀山群言堂グループ

き
屋
根
の
葺
き
替
え
を
実
施
し
、
２
０
２
１

（
令
和
３
）
年
、
こ
の
鄙
舎
を
メ
タ
バ
ー
ス

化
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
し
た
。

き
っ
か
け
は
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
の
大
成
建

設
株
式
会
社
（
東
京
都
）
か
ら
の
声
が
け
で
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
開
発
企
業
の
株
式
会
社
ワ
ン

ト
ゥ
ー
テ
ン
（
京
都
市
）
も
参
画
し
、
３
社

共
同
の
社
会
実
証
実
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

Ｂ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
か
ら
Ｃ
Ｇ
化

ミ
ラ
ー
ワ
ー
ル
ド
を
構
築

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
実
在
す
る
鄙

舎
の
空
間
を
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
バ
ー
ス
と
し

て
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
に
再
現
し
、
リ
ア
ル
空

間
と
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

相
互
連
携
で
き
る
ミ
ラ
ー
ワ
ー
ル
ド
が
構
築

さ
れ
た
。

シ
ス
テ
ム
内
で
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
バ
ー
ス

を
再
現
す
る
に
は
、
ま
ず
測
量
に
よ
っ
て
空

間
の
大
き
さ
や
情
報
を
把
握
し
、
モ
デ
ル
化

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
役
割
を
担
っ
た
の

が
大
成
建
設
で
、
約
１
日
で
鄙
舎
を
実
測
し
、

Ｂ
Ｉ
Ｍ※
１

を
活
用
し
て
部
材
や
テ
ク
ス
チ
ャ
の

情
報
な
ど
を
詳
細
に
入
力
し
た
精
度
の
高
い

３
Ｄ
モ
デ
ル
を
作
っ
た
。

こ
の
デ
ー
タ
を
Ｃ
Ｇ
用
の
フ
ァ
イ
ル
形

式
に
置
換
し
、
ワ
ン
ト
ゥ
ー
テ
ン
が
提
供
す

る
ミ
ラ
ー
ワ
ー
ル
ド
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「Q
U
RIO
S FIELD

」
内
で
、
デ
ジ
タ
ル
ツ

イ
ン
バ
ー
ス
を
再
現
し
て
い
っ
た
。

鄙
舎
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
バ
ー
ス
で
は
、

リ
ア
ル
な
空
間
と
同
じ
位
置
情
報
を
取
得
す

る
こ
と
で
、
リ
ア
ル
空
間
と
バ
ー
チ
ャ
ル
空

間
が
相
互
連
携
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
リ
ア
ル

空
間
に
い
る
人
が
動
く
と
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間

上
の
ア
バ
タ
ー
も
同
様
に
動
い
た
り
、
リ
ア

ル
空
間
で
撮
影
し
て
い
る
風
景
を
バ
ー
チ
ャ

ル
空
間
上
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
リ

ア
ル
空
間
でiPad

の
カ
メ
ラ
を
か
ざ
す
と
、

そ
こ
に
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
上
に
い
る
ア
バ

タ
ー
が
映
り
込
ん
だ
り
す
る
。

「
位
置
情
報
を
リ
ア
ル
と
バ
ー
チ
ャ
ル
で
同

期
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
つ
の
空
間
が

シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
位
置
情
報
を
ど
う
取
得
す
る
か
と
い
う

と
、
鄙
舎
で
は
、
建
物
の
中
心
を
ゼ
ロ
地
点

と
し
て
、iPhone

やiPad

のL

ラ
イ
ダ
ー
※
２

iDA
R

機
能

を
使
っ
て
中
心
か
ら
ど
の
ぐ
ら
い
離
れ
て
い

る
か
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
計
測
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
リ
ア
ル
空
間
の
人
の
動
き
が

バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
上
で
も
連
動
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
ワ
ン
ト
ゥ
ー
テ
ン
執

行
役
員
の
二に

之の

形か
た
昌
弘
氏
は
説
明
す
る
。

実
装
化
で
見
え
て
き
た
課
題

鄙
舎
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
バ
ー
ス
で
は
、

リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
Ｃ
Ｇ
で
は
な
く
、
群
言

堂
社
員
が
刺
し
子
を
し
て
作
っ
た
の
れ
ん
か

ら
着
想
し
た
、
手
描
き
風
の
テ
ク
ス
チ
ャ
ー

が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
も
特
徴
の
一
つ
だ
。

「
一
般
的
な
メ
タ
バ
ー
ス
空
間
だ
と
近
未
来

的
な
表
現
が
多
い
で
す
が
、
そ
れ
は
群
言
堂

の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
な
い
で
す

し
、
も
っ
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
タ
ッ
チ
な
表
現
で

も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
手

描
き
風
の
温
か
い
世
界
を
メ
タ
バ
ー
ス
空
間

に
創
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
ま
で

バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
を
敬
遠
し
て
い
た
人
も
参

加
し
て
み
よ
う
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

と
群
言
堂
の
松
場
忠
代
表
取
締
役
社
長
は
話

す
。手

描
き
風
に
し
た
の
は
、
シ
ン
プ
ル
な
表

現
に
す
る
こ
と
で
We
b
上
で
見
や
す
く
す

る
と
い
う
狙
い
も
あ
っ
た
。
ア
プ
リ
で
は
な

築270年の古民家を
デジタルツインバース化し、
リアルとバーチャルの相互交流を目指す
株式会社石見銀山群

ぐ ん

言
げ ん

堂
ど う

グループ 《島根県大田市》

世界文化遺産の地である大森銀山地区に移築された茅葺き屋根の古民家「鄙
ひな

舎
や

」の空間を
デジタルツインバース※として再現。
デジタルツインバースを通じて遠隔地から現地の人々と交流したり、
アバター同士でコミュニケーションをとることが可能となり、
観光の充実や地域課題の解決が期待される。 文／城市 奈那

メタバースが社会にもたらす可能性特集

実測により
BIMで3Dモデル化

CG用のファイル形式に置換し、
「QURIOS FIELD」でデジタル
ツインバースとして再現

写真提供／株式会社石見銀山群言堂グループ

鄙舎のデジタルツインバース化の流れ

リアル空間とデジタルツインバースで位置情報を同期することで、人の動き
などが連動する　写真提供／株式会社ワントゥーテン

写真提供／大成建設株式会社

※ P.3〜5「視点」で前出の「デジタルツイン」と同じ意味
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く
、
We
b
ブ
ラ
ウ
ザ
で
見
ら
れ
る
形
に
し

て
い
る
た
め
、
な
る
べ
く
少
な
い
ポ
リ
ゴ
ン

数※
３

に
し
な
い
と
、
動
き
が
固
ま
っ
て
し
ま
う

か
ら
だ
。
こ
の
ポ
リ
ゴ
ン
数
を
少
な
く
し
て

デ
ー
タ
量
を
落
と
す
こ
と
が
、
モ
デ
ル
化
す

る
上
で
の
最
大
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
た
。

「
Ｂ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
を
そ
の
ま
まQ

U
RIO
S 

FIELD

用
の
デ
ー
タ
に
変
換
す
る
こ
と
は

で
き
る
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
と
ポ
リ
ゴ
ン
数

は
非
常
に
多
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
丸
い

部
材
を
四
角
い
部
材
に
変
更
し
た
り
、
屋
根

裏
の
一
部
を
省
く
な
ど
し
て
、
ポ
リ
ゴ
ン
数

を
減
ら
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ

の
特
徴
で
も
あ
る
建
物
や
部
材
の
属
性
デ
ー

タ
は
Ｃ
Ｇ
モ
デ
ル
に
し
た
と
き
に
な
く
な
っ

て
し
ま
う
た
め
、
こ
の
デ
ー
タ
を
ど
う
連

携
し
て
活
用
し
て
い
く
か
も
今
後
の
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
」
と
大
成
建
設
設
計
本
部
先

端
デ
ザ
イ
ン
室
の
井
坂
匠
吾
氏
は
語
る
。

旅
の
前
後
を
含
め
た
観
光
へ
の
活
用
や

地
域
課
題
の
解
決
に

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
11
月
に
は
、
鄙

舎
で
こ
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
バ
ー
ス
を
体
験

す
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
松
場
社
長

ら
は
鄙
舎
の
リ
ア
ル
空
間
に
集
ま
り
、
バ
ー

チ
ャ
ル
空
間
上
で
も
ア
バ
タ
ー
と
な
っ
て
空

間
を
動
き
回
り
な
が
ら
、
東
京
や
京
都
な

ど
遠
隔
地
か
ら
参
加
し
た
人
と
会
話
を
し
た

り
、
鄙
舎
か
ら
の
景
色
を
共
有
し
た
り
し
た
。

２
０
２
７
年
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
20

周
年
、
銀
山
発
見
５
０
０
周
年
を
前
に
、
今

後
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
展
さ
せ
、
大

森
銀
山
地
区
の
町
並
み
を
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン

バ
ー
ス
化
し
、
離
れ
た
場
所
に
い
る
人
に
も

観
光
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
仕
組
み

が
で
き
な
い
か
と
構
想
し
て
い
る
。

「
旅
行
前
に
は
、
メ
タ
バ
ー
ス
上
で
旅
の
計

画
を
立
て
た
り
、
事
前
に
ま
ち
の
歴
史
を
勉

強
し
た
り
、
旅
行
中
に
は
Ａ
Ｉ
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
に
情
報
を
聞
い
た
り
、
旅
行
後
は
石
見

銀
山
で
知
り
合
っ
た
人
と
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間

で
交
流
し
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
方
法

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
関
係
人
口
の
増
加
も

期
待
で
き
ま
す
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
増
や
し
て
い
く
よ
う
な
仕
掛
け
を
も
っ
と

考
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
二
之
形
氏
は

話
す
。

さ
ら
に
、
現
地
で
得
た
情
報
を
バ
ー
チ
ャ

ル
空
間
上
で
相
互
に
生
か
す
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。

「
例
え
ば
で
す
が
、
大
森
銀
山
地
区
に
あ
る

群
言
堂
の
店
舗
に
セ
ン
サ
ー
を
設
置
し
て
、

そ
れ
で
得
た
来
店
者
の
属
性
を
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
デ
ー
タ
と
し
て
活
用
し
、
バ
ー
チ
ャ
ル

空
間
の
Ｅ
Ｃ
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
大
森
銀
山
地
区
は
重

伝
建
で
ハ
ー
ド
面
の
整
備
は
な
か
な
か
で
き

な
い
で
す
が
、
そ
の
分
、
最
先
端
技
術
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
の
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
だ

と
思
い
ま
す
」
と
大
成
建
設
設
計
本
部
先
端

デ
ザ
イ
ン
室
室
長
の
古
市
理
氏
は
話
す
。
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
力
を
上
手
に
活
用
す
る
こ
と

で
、
駐
車
場
不
足
な
ど
地
域
課
題
の
解
決
も

期
待
さ
れ
る
。

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に

よ
っ
て
、
昔
だ
っ
た
ら
出
会
え
な
か
っ
た
よ

う
な
人
た
ち
と
出
会
え
、
遠
く
離
れ
た
国
か

ら
訪
れ
て
く
れ
る
人
が
増
え
ま
し
た
。
こ
れ

は
や
っ
ぱ
り
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
お
か
げ
で
す

し
、
ロ
ー
カ
ル
な
環
境
の
方
が
よ
り
恩
恵
が

大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
メ
タ
バ
ー
ス
と

い
う
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
出
て
き
て
、
そ
れ
が

ど
ん
な
広
が
り
を
み
せ
る
の
か
を
、
体
験
し

な
が
ら
知
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
松
場
社
長
は
意
気
込
み
を
語
る
。

ア
バ
タ
ー
で
体
験
共
有
す
る

メ
タ
バ
ー
ス
の
魅
力
と
特
性

文
部
科
学
省
は
２
０
２
２
年
10
月
に
、
不

登
校
児
童
生
徒
数
が
９
年
連
続
で
増
加
し
過

去
最
多
を
更
新
し
た
こ
と
を
発
表
し
た※
２

。

こ
の
発
表
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
実
施
さ
れ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
メ
タ
バ
ー
ス
不
登
校
学
生

居
場
所
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
企
画
運
営
し

た
の
は
広
島
市
の
団
体
「
ば
ー
ち
ゃ
る
ケ
ア 

ゆ
ず
あ
っ
と
」
だ
。
同
年
５
月
、
広
島
県
出

身
で
立
命
館
大
学
の
大
学
院
生
だ
っ
た
水み
な

瀬せ

ゆ
ず
さ
ん
（
本
名
：
岡
村
謙
一
さ
ん
）
が
、

メ
タ
バ
ー
ス
内
で
社
会
福
祉
問
題
に
取
り
組

む
団
体
と
し
て
設
立
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
の
き
っ
か
け
は
、
同

年
１
月
、
大
学
院
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
研
究
科
で
新
技
術
の
普
及
と
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
研
究
す
る
水
瀬
さ
ん

が
、
メ
タ
バ
ー
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
一
つ
、

「V
RChat

」
を
体
験
し
た
こ
と
で
あ
る
。

「
メ
タ
バ
ー
ス
の
魅
力
は
、
場
所
や
身
体
的

制
約
に
と
ら
わ
れ
ず
に
つ
な
が
っ
た
多
種
多

様
な
人
た
ち
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
共
有

で
き
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
働
い
て
生
活
し

て
い
る
人
も
い
て
、
新
し
い
生
活
空
間
に
社

会
が
確
立
さ
れ
て
い
て
驚
き
ま
し
た
」
と
話

す
水
瀬
さ
ん
は
す
っ
か
り
夢
中
に
な
り
、
多

い
と
き
に
は
１
日
12
時
間
も
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル

新たな自分と居場所の発見に
つながる機会を提供する、
メタバース不登校学生支援

2022（令和4）年9月から10月にかけての計8日間、「メタバース不登校学生居場所支援プログラム」が、
広島市の不登校※１学生を対象に希望者を募り実施された。
このプロジェクトは最新のVRとメタバースを活用した不登校支援の試みとして注目されている。

「メタバース不登校学生居場所支援プログラム」内のホームワールドで、不登校経験者「なーたん」さんの経験談を参加者みんなで聞く様子

文／川西 由香理

ばーちゃるケア ゆずあっと 《広島市》

※1 文部科学省の調査では、何らかの心理的・情緒的・身体的あるいは社会的要因・背景により、登校しないあるいはしたくともできない状況にある、
年間３０日以上の長期欠席者（病気や経済的な理由を除く）と定義している（出典：文部科学省「不登校への対応について」）

※2 出典：文部科学省「令和3年度児童生徒の問題行動・不登校生徒指導上の諸課題に関する調査結果」（令和4年10月27日）

※1 B I M … B u i l d i n g  I n f o r m a t i o n 
Modelingの略称で、コンピューター
上に作成した3次元の建物のデジタル
モデルに、面積や材料・部材の仕様や
性能、コストや管理情報など、建築物
の属性データを付加したもの

※2 L iDAR …Light  Detect ion And 
Rangingの略。レーザー光を照射して、
その反射光の情報を基に対象物までの
距離や対象物の形などを計測する技術

※3 ポリゴン数…3Dオブジェクトを構成
している面の数を指す。ポリゴン数が
多いほど、オブジェクトは緻密になる

株式会社石見銀山群言堂グループ
島根県大田市大森町ハ183
☎0854-89-0131
http://www.gungendo.co.jp/

株式会社石見銀山群言
堂グループ代表取締役
社長の松場忠氏

リアル空間でカメラをかざすと、デジタルツインバース上で参加しているアバ
ターが映り込む

デジタルツインバース上で説明を受けたり、会話をしたりする
ことも可能

写真提供／株式会社石見銀山群言堂グループ
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を
着
け
、
仮
想
空
間
で
過
ご
す
日
々
が
続
い

た
。メ

タ
バ
ー
ス
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
は
一
般
的
に
ア
バ
タ
ー
が
使
わ
れ
、
姿
か

た
ち
を
セ
ル
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
き
る
。
お

互
い
の
肩
書
や
年
齢
、
性
別
、
容
姿
な
ど
か

ら
解
放
さ
れ
、
精
神
的
な
部
分
で
つ
な
が
る

た
め
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
や
す
い
。

現
実
社
会
で
は
自
分
の
容
姿
に
対
す
る
コ

ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
不
登
校
や
引
き
こ
も
り
に

つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
多
い
と
い
う
。

「
ア
バ
タ
ー
で
の
会
話
に
慣
れ
る
と
、
現
実

世
界
の
本
来
の
姿
も
ア
バ
タ
ー
の
一
つ
と
捉

え
る
こ
と
が
で
き
、
気
が
楽
に
な
る
人
も
い

る
」
と
水
瀬
さ
ん
は
話
し
、「
こ
う
し
た
特

性
は
社
会
課
題
の
解
決
に
活
用
で
き
る
の
で

は
な
い
か
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
メ
タ
バ
ー
ス
×
不
登
校
学
生
支
援
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
催
の
経
緯

水
瀬
さ
ん
が
そ
う
考
え
て
い
た
矢
先
、
メ

タ
バ
ー
ス
内
で
不
登
校
の
高
校
生
と
出
会
っ

た
。
彼
女
が
多
く
の
人
と
交
流
を
重
ね
、
自

分
に
と
っ
て
の
居
場
所
を
見
つ
け
て
立
ち
直

り
、
復
学
を
果
た
す
過
程
を
み
て
、
不
登
校

学
生
の
支
援
に
着
目
し
た
。

「
人
は
本
質
的
に
人
と
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ

ス
、
つ
ま
り
つ
な
が
り
を
求
め
ま
す
が
、
不

登
校
の
学
生
が
接
す
る
大
人
は
両
親
や
教
師

な
ど
に
限
ら
れ
て
き
ま
す
」
と
水
瀬
さ
ん
。

メ
タ
バ
ー
ス
な
ら
、
不
登
校
の
学
生
で
も
家

に
居
な
が
ら
誰
か
と
つ
な
が
り
、
新
た
な
経

験
が
で
き
る
と
考
え
た
。
そ
し
て
「
彼
ら
に

学
校
で
も
家
庭
で
も
な
く
、
自
分
を
認
め
て

も
ら
え
る
場
所
、
こ
こ
に
い
て
い
い
ん
だ
と

思
え
る
居
場
所
を
つ
く
り
、
安
心
し
て
歩
き

出
せ
る
、
そ
の
第
一
歩
に
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
考
え
か
ら
、
支
援
の
目
的
は
復
学
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
居
場
所
づ
く
り
と
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
は
立
命
館
大

学
総
合
心
理
学
部
の
サ
ト
ウ
タ
ツ
ヤ
教
授
を

迎
え
、
他
に
はV

RChat

内
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
仲
間
か
ら
、
水
瀬
さ
ん
の
考
え
に
共

感
し
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
不
登
校
経
験
者
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
集
ま
っ
た
。

ま
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
催
中
の
メ
タ
バ
ー

ス
内
に
は
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
に
対
し
サ

ポ
ー
タ
ー
を
置
く
こ
と
と
し
た
。
サ
ポ
ー

タ
ー
全
員
が
専
門
家
に
よ
る
事
前
講
習
を
受

講
し
て
不
登
校
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
傾

聴
の
技
術
な
ど
を
学
ん
で
受
入
態
勢
を
整
え

る
中
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
っ
た
人
た
ち
も
ま

た
、
社
会
貢
献
に
関
わ
る
こ
と
が
自
己
肯
定

感
に
つ
な
が
り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ

て
良
い
連
鎖
を
生
ん
で
い
っ
た
と
い
う
。

予
算
面
で
は
、
自
身
の
出
身
地
で
あ
る
広

島
に
活
動
拠
点
を
構
え
て
広
島
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
「
ひ
ろ
し
ま
地
域

福
祉
推
進
〝
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
〟
助
成
事
業
」

に
採
択
さ
れ
、
後
援
と
助
成
を
受
け
る
こ
と

に
成
功
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
信
頼
性
が

高
ま
り
、
参
加
者
と
保
護
者
の
安
心
感
に
も

つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、
事
前
説
明
会
に
加
え
、

広
島
市
内
の
会
場
で
実
際
の
機
器
を
使
っ
た

体
験
会
も
開
い
て
、
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
使
う

こ
と
に
対
し
て
学
生
本
人
や
保
護
者
が
感
じ

る
不
安
の
払
拭
に
も
努
め
た
。

「
開
催
ま
で
で
最
も
悩
ん
だ
の
は
、
メ
タ
バ
ー

ス
の
利
点
を
生
か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

ク
ス
ッ
と
笑
え
る
、
何
よ
り
楽
し
い
体
験
型

で
あ
る
こ
と
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
多
様

な
生
き
方
が
あ
る
こ
と
を
提
示
し
、
人
生
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
も
つ
く
り
ま
し
た
」

参
加
者
の
距
離
を
縮
め
た

メ
タ
バ
ー
ス
な
ら
で
は
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

今
回
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
の
は
高
校

生
３
人
で
あ
る
。
３
人
はV

R
Chat

内
に
つ

く
ら
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
メ

タ
バ
ー
ス
空
間
に
集
ま
り
、
操
作
方
法
な
ど

を
学
ぶ
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
合
わ
せ
て
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た
い
く
つ
も
の
ワ
ー
ル
ド
の

空
間
内
の
探
検
や
、「
お
じ
さ
ん
回
し
」
と

い
う
仮
想
の
伝
統
芸
能
を
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の

案
内
で
体
験
し
た
。
さ
ら
に
世
界
旅
行
や
温

泉
へ
行
っ
た
り
、
同
じ
鍋
の
す
き
焼
き
を
つ

つ
い
た
り
も
し
た
。
ま
た
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
開
催
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
不
登
校
経
験

者
や
、
メ
タ
バ
ー
ス
上
で
活
躍
す
る
小
説
家

を
講
師
に
迎
え
て
話
を
聞
く
な
ど
、
メ
タ

バ
ー
ス
内
で
い
ろ
い
ろ
な
人
に
出
会
い
、
触

れ
合
っ
た
。

ア
バ
タ
ー
姿
の
学
生
た
ち
は
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
進
む
に
つ
れ
、
身
振
り
手
振
り
や
言
葉
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
、
目
に
見

え
て
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
最
終
日
の
修
了
式
で
は
、
参
加
者
が
一
人

ず
つ
全
員
の
前
で
感
想
を
発
表
で
き
る
ま
で

に
な
っ
て
い
た
。

「
こ
こ
で
楽
し
い
と
感
じ
て
人
間
関
係
も
構
築

で
き
た
、
と
い
う
成
功
体
験
は
実
社
会
で
も

大
切
に
し
て
ほ
し
い
」
と
水
瀬
さ
ん
は
考
え
、

バ
ー
チ
ャ
ル
の
思
い
出
を
リ
ア
ル
な
世
界
に

も
つ
な
げ
る
べ
く
、
メ
タ
バ
ー
ス
上
で
授
与

し
た
修
了
証
書
の
実
物
を
、
ア
ル
バ
ム
と
共

に
自
宅
に
送
る
サ
プ
ラ
イ
ズ
を
行
っ
た
。

参
加
者
３
人
の
う
ち
２
人
は
、
そ
の
後

復
学
し
た
と
い
う
。
彼
ら
が
自
分
の
道
を
自

分
で
決
め
て
行
動
を
起
こ
す
、
そ
の
変
化
を

目
の
当
た
り
に
し
た
水
瀬
さ
ん
は
「
ア
バ

タ
ー
で
対
話
し
て
体
験
を
共
有
で
き
る
メ
タ

バ
ー
ス
空
間
は
、
彼
ら
が
居
場
所
と
し
て
選

択
し
や
す
い
」
と
改
め
て
手
応
え
を
感
じ
、

２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
中
に
は
京
都
、
そ

し
て
全
国
応
募
に
て
同
様
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
行
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

最
新
技
術
で

人
々
の
生
活
や
ま
ち
を
変
え
た
い

水
瀬
さ
ん
は
、
将
来
的
に
は
メ
タ
バ
ー
ス

で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
人
々
の
生

活
様
式
を
変
化
さ
せ
た
ま
ち
づ
く
り
が
し
た

い
と
い
う
。

「
第
一
ス
テ
ッ
プ
が
福
祉
の
領
域
。
不
登
校

支
援
、
そ
の
先
に
メ
タ
バ
ー
ス
シ
ェ
ル
タ
ー

な
ど
、
３
６
５
日
開
か
れ
た
空
間
で
、
い
ろ

ん
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
つ
人
の
自
己

実
現
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
。
次
の
ス
テ
ッ
プ

が
、
教
育
の
領
域
。
何
が
必
要
で
ど
う
し
た

い
か
、
ど
う
い
う
こ
と
に
な
ぜ
興
味
を
持
つ

の
か
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
学
ぶ
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
最
終

ス
テ
ッ
プ
は
ま
ち
づ
く
り
で
、
例
え
ば
メ
タ

バ
ー
ス
か
ら
現
実
世
界
に
ア
バ
タ
ー
の
ま
ま

行
け
る
仕
組
み
を
つ
く
る
た
め
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
、
そ
れ
に
よ
り
生
活
様
式
が
ど

う
変
化
す
る
か
、
ま
た
、
Ａ
Ｉ
が
発
展
す
る

と
メ
タ
バ
ー
ス
内
で
は
ど
う
な
っ
て
い
く
か

を
考
え
、
10
年
後
を
見
据
え
て
動
い
て
い
ま

す
」
と
話
す
。
そ
の
思
い
か
ら
、
水
瀬
さ
ん

は
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
さ
せ
た
不
登
校
支
援
を
全
国
規
模
で
展
開

す
べ
く
一
般
社
団
法
人
プ
レ
プ
ラ
を
設
立
し

た
。
併
せ
て
教
育
分
野
と
ま
ち
づ
く
り
に
携

わ
る
株
式
会
社
ゆ
ず
プ
ラ
ス
も
立
ち
上
げ
て

い
る
。

広
島
か
ら
全
国
へ
と
活
動
の
場
を
広
げ
た

水
瀬
さ
ん
は
、
メ
タ
バ
ー
ス
で
変
わ
る
未
来

を
目
指
し
、
力
強
く
着
実
に
前
へ
進
ん
で
い

る
。

写真提供／ばーちゃるケア ゆずあっと

VRゴーグルを着けた岡村さんとアバターの動きが連動する様子

メタバースが社会にもたらす可能性特集

ばーちゃるケア ゆずあっと
https://www.yuzuatto.com/

ばーちゃるケア ゆずあっと代表
の水瀬ゆず（岡村謙一）さん

「メタバース不登校学生居場所支援プログラム」開催中の様子 スマートフォンやPCと接続しなくても単体でコンテンツをダウ
ンロードして楽しめる「一体型」のVRデバイスで、VR内で現実と
同じように体や手を動かしたり表情をつけることもできる。接続
方法はWi-Fiで、充電式のためケーブルもなく自由に動きやすい。
＊セットアップ時にはスマートフォンが必要

ゴーグル
● ● 体の動きをダイレクトにVRへ伝える技術（6DoF）に対応体の動きをダイレクトにVRへ伝える技術（6DoF）に対応
● ● マイクが内蔵されており会話も可能マイクが内蔵されており会話も可能
● ● 重量は503g重量は503g
● ● PCへの接続も可能PCへの接続も可能
● ● バッテリー駆動時間は独立使用で約２～3時間バッテリー駆動時間は独立使用で約２～3時間

専用コントローラー
● ● 左右２つでセット左右２つでセット
● ● それぞれに４つのボタンと十字キー、それぞれに４つのボタンと十字キー、
トリガーボタンを搭載トリガーボタンを搭載

● ● 両手で握ればほとんどの操作が直感的両手で握ればほとんどの操作が直感的
に行えるに行える

● ● 電池を使用電池を使用

今回のプログラムで使用したVRゴーグル（Meta Quest 2）

1  3日目  VR世界での伝統芸能「おじさん回し」をみんなで体験するとともに
この伝統芸能の制作者の話を聞いた

2  5日目  プログラム内のワールドを作成したクリエイターの話を聞き、参
加者3人ですき焼きをつついて交流した

3  8日目  最終日、修了式の様子。手前に並んだ今回の参加者3人は「終わっ
てほしくない」「楽しかった」と口をそろえたという

4  後日、参加者の自宅にはプログラム修了証書の実物とアルバムが送られた

1 2

3

4
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関
係
人
口
を
増
や
す
自
治
体
初
の
試
み

Ａ
Ｉ
ア
バ
タ
ー
の
県
職
員
が
働
く「
メ
タ
バ
ー
ス
課
」を
設
置

鳥
取
県
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
見
据
え
、
メ
タ
バ
ー
ス
や
Ｎ
Ｆ
Ｔ※
１
と
い
う
新
し
い
技
術
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
次
世
代
の
地
域
振
興
を
実
現

し
て
関
係
人
口
を
創
出
す
べ
く
、
２
０
２
３（
令
和
５
）年
２
月
、
架
空
の
組
織
で
あ
る
「
メ
タ
バ
ー
ス
課
」
を
立
ち
上
げ
た
。
併
せ
て
、
Ａ
Ｉ（
人

工
知
能
）を
搭
載
し
た
ア
バ
タ
ー
職
員
を
日
本
で
初
め
て〝
採
用
〟し
、
24
時
間
体
制
で
鳥
取
県
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
る
。

全
国
の
自
治
体
に
先
駆
け
た

新
た
な
Ｐ
Ｒ
戦
略

昨
今
、
人
口
減
少
は
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、

「
人
口
最
少
県
」
と
し
て
知
ら
れ
る
鳥
取
県

で
も
戦
後
初
め
て
人
口
が
54
万
人
を
割
っ
た

（
２
０
２
３
年
４
月
１
日
現
在
）。

そ
う
し
た
状
況
下
、
鳥
取
県
で
は
集
客
力

に
つ
な
げ
る
た
め
の
Ｐ
Ｒ
施
策
を
こ
れ
ま
で

積
極
的
に
展
開
し
て
き
た
。「
ス
タ
バ
は
な
い

け
ど
ス
ナ
バ
が
あ
る
」
な
ど
の
発
言
で
も
知

ら
れ
る
平
井
伸
治
知
事
の
ダ
ジ
ャ
レ
好
き
に

協
調
す
る
よ
う
に
、
県
内
の
全
市
町
村
か
ら

天
の
川
が
見
え
る
こ
と
か
ら
「
星
取
県
」
と

名
乗
り
、
ま
た
、
カ
ニ
の
水
揚
げ
量
日
本
一

を
誇
る
こ
と
か
ら
「
蟹
取
県
」
と
し
て
鳥
取

を
も
っ
と
「
身
近
カ
ニ
」
感
じ
る
た
め
の

「
ウ
ェ
ル
カ
ニ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
う
な

ど
、
鳥
取
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
は
ユ
ニ
ー

ク
な
も
の
が
多
い
印
象
を
受
け
る
。

そ
の
鳥
取
県
が
今
年
の
２
月
、
全
国
の
自

治
体
に
先
駆
け
新
た
に
打
ち
出
し
た
、
い
わ

ば
次
世
代
型
Ｐ
Ｒ
戦
略
が
、「
メ
タ
バ
ー
ス

課
」
や
「
Ａ
Ｉ
ア
バ
タ
ー
職
員
」
で
あ
る
。

鳥
取
県
交
流
人
口
拡
大
本
部
東
京
本
部
の
中

井
拓
也
さ
ん
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
つ
つ
あ

る
中
、
観
光
客
の
増
加
に
つ
な
げ
た
り
、
国
内

外
の
新
た
な
層
に
向
け
て
鳥
取
県
の
魅
力
を
発

信
し
た
り
す
る
の
が
目
的
で
し
た
」
と
話
す
。

き
っ
か
け
は

「
星
取
県
」×
鉄
腕
ア
ト
ム
の
コ
ラ
ボ

メ
タ
バ
ー
ス
課
立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け

は
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
５
月
に
発
売
さ

れ
た
、
Ｎ
Ｆ
Ｔ
ゲ
ー
ム
カ
ー
ド
シ
リ
ー
ズ

「A
ST
ROBOY x JA

PA
N

（
ご
当
地
ア
ト
ム
）

N
F
T

」
で
あ
る
。
鉄
腕
ア
ト
ム
と
県
の
観

光
地
や
特
産
品
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
「
地
方

創
生
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
Ｎ
Ｆ
Ｔ
の
ト
レ
ー

デ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
で
、
メ
タ
バ
ー
ス
空
間
内

の
ゲ
ー
ム
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る※
２

。
星

取
県
と
し
て
宇
宙
関
連
産
業
の
誘
致
を
進
め

る
鳥
取
県
と
は
「
宇
宙
」
と
い
う
共
通
点
も

あ
っ
て
、
こ
の
ご
当
地
ア
ト
ム
カ
ー
ド
第
一

弾
の
コ
ラ
ボ
地
に
選
ば
れ
た
。

「
世
界
約
90
カ
国
か
ら
購
入
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ

り
、即
完
売
で
し
た
。
今
は
N
F
T
マ
ー
ケ
ッ

ト
プ
レ
イ
ス
の
二
次
流
通
で
の
購
入
な
ど
で

手
に
入
れ
る
こ
と
が
可
能
で
す
」
と
中
井
さ

ん
。
地
方
自
治
体
が
Ｎ
Ｆ
Ｔ
ゲ
ー
ム
と
コ
ラ

ボ
す
る
の
は
日
本
初
の
試
み
で
あ
っ
た
。

こ
の
カ
ー
ド
の
企
画
制
作
・
販
売
を
手
掛

け
たN

ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
ズ

O
BO
RD
ERZ

社
が
運
営
す
る
メ
タ

バ
ー
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
「
Ｘ
ザ

ナ

Ａ
Ｎ
Ａ
」

で
あ
り
、X
A
N
A
上
に
今
回
の
「
メ
タ
バ
ー

ス
課
」
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
「
ご
当

地
ア
ト
ム
N
F
T
」
の
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

を
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

24
時
間
３
６
５
日

県
の
魅
力
を
世
界
へ
発
信

こ
の
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
、
N
F
T

カ
ー
ド
が
展
示
さ
れ
、
ア
バ
タ
ー
を
操
作
し

展
示
さ
れ
た
N
F
T
カ
ー
ド
の
前
で
ク
リ
ッ

ク
す
る
と
、
背
景
に
描
か
れ
た
観
光
名
所
に

つ
い
て
の
解
説
が
表
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
Ａ

Ｉ
ア
バ
タ
ー
職
員
の
肖
像
画
も
あ
り
会
話
が

で
き
る
専
用
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
し
て
い
る
。

こ
の
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ
は
Ｐ
Ｃ
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
Ｘ
Ａ
Ｎ
Ａ
の
ア
プ
リ
を
入

れ
る
こ
と
で
ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
る
。

Ｘ
Ａ
Ｎ
Ａ
で
は
N
F
T
カ
ー
ド
や
メ
タ

鳥
取
県

文
／
古
村 

亜
希
子

2023年2月に行われた記者発表時のメタバース内の様子。
手前右側は鳥取県の平井知事、左側はドバイから参加した
XANAの制作運営を行うNOBORDERZ（ノーボーダーズ）
代表のRIO氏。中央はAIアバター職員「YAKAMIHIME」
写真提供／ ©️XANA

バ
ー
ス
空
間
に
加
え
、
音
声
会
話
や
感
情
表

現
も
可
能
な
A
I
搭
載
の
ア
バ
タ
ー
N
F
T

「
Ｘ
Ａ
Ｎ
Ａ
：
G
E
N
E
S
I
S
」
を
開
発
・

販
売
し
て
お
り
、
こ
れ
を
特
別
に
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
し
た
も
の
が
、
今
回
誕
生
し
た
Ａ
Ｉ
ア

バ
タ
ー
職
員
「
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
」

だ
。
モ
デ
ル
と
な
っ
た
の
は
、『
古
事
記
』
に

登
場
す
る
「
因い
な

幡ば

の
白
兎
」
伝
説
で
、
白
う

さ
ぎ
を
助
け
た
大お
お

国く
に

主ぬ
し
の
み
こ
と命
と
結
ば
れ
た
「
八

上
姫
」
で
あ
る
。

英
語
に
も
対
応
し
て
お
り
、
時
差
の
あ
る

海
外
か
ら
の
質
問
に
も
24
時
間
３
６
５
日
い

つ
で
も
答
え
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
複
数
の

相
手
と
同
時
に
会
話
も
で
き
る
。
中
井
さ
ん

に
よ
る
と
「
鳥
取
の
情
報
に
関
し
て
は
特
に

正
確
性
を
高
め
る
べ
く
〝
勉
強
中
〟
で
、
県

の
職
員
が
質
問
し
な
が
ら
修
正
を
入
れ
て

〝
教
育
〟
を
行
っ
て
い
る
」
と
い
う
。

メ
タ
バ
ー
ス
の
特
性
を
生
か
し
た

Ｐ
Ｒ
と
関
係
人
口
創
出

Ｘ
Ａ
Ｎ
Ａ
で
は
、
D
A
O※３
と
呼
ば
れ
る
日
本

最
大
級
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
世
界
17
万
人
規

模
で
有
し
て
お
り
、
日
々
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
間

で
活
発
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

そ
の
中
で
生
じ
た
ア
イ
デ
ア
や
意
見
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
企
画
開
発
が
進
ん
で
い
る
。

「
ご
当
地
ア
ト
ム
カ
ー
ド
完
売
後
も
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
主
導
で
P
R
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ

れ
た
り
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
で
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。
世
界
中
の
人
た
ち

が
鳥
取
県
に
つ
い
て
興
味
を
持
ち
、
観
光
名

所
を
調
べ
、
S
N
S
等
で
そ
の
魅
力
を
発
信
・

拡
散
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
、
鳥
取
に
愛

着
が
湧
き
『
ぜ
ひ
行
っ
て
み
た
い
』
と
い
う

声
も
上
が
り
ま
し
た
。
メ
タ
バ
ー
ス
課
の
立

ち
上
げ
で
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
も
Ｐ
Ｒ
効
果
と
し
て
は
大
き
い

で
す
が
、
制
作
過
程
に
お
い
て
も
、
Ｘ
Ａ
Ｎ
Ａ

の
メ
タ
バ
ー
ス
の
利
点
を
最
大
限
活
用
し
て
関

係
人
口
の
創
出
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
中
井
さ
ん
。

地
域
に
つ
い
て
共
に
考
え
る
こ
と
で
関
係

メタバースが社会にもたらす可能性特集

鳥取県 交流人口拡大本部 
東京本部（取材当時）の中井拓也
さん
https://www.pref.tottori.lg.jp/
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1  2  2022年に発売された「ASTROBOY x 
JAPAN（ご当地アトム）NFT」カードは
メタバースやアプリ等で取引とゲームが
できる

3  アートギャラリーにはNFTカードが展
示され観光名所の解説を見ることがで
きる

4  AI搭載アバター「XANA：GENESIS」
をカスタマイズした「YAKAMIHIME」
との会話画面

1・3 ©️Tezuka Productions
2 ©XANA
   ©Tezuka Productions
4 ©️XANA

※1 NFT…Non-Fungible Tokenの略語。偽造や改ざんが難しいブロックチェーン技術を基盤に作成された、唯一無二のデジタルデータのことで、
これにより、例えば自分のつくったアート作品やメタバース上の土地などに固有の資産価値が生まれ、ネット上で売買することが可能となっている
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特定の管理者が存在せずとも事業やプロジェクトを推進できる組織形態を指す

人
口
を
増
や
す
取
り
組
み
は
新
潟
県
の
旧
山

古
志
村
に
も
あ
る
。
山
古
志
で
は
、
Ｎ
Ｆ
Ｔ

で
電
子
住
民
票
を
手
に
入
れ
た
デ
ジ
タ
ル
村

民
が
、
メ
タ
バ
ー
ス
上
で
実
際
の
住
民
と
話

し
合
い
な
が
ら
地
域
の
取
り
組
み
を
決
め
る

と
い
う
。
こ
う
し
た
人
た
ち
が
実
際
に
そ
の

地
域
を
訪
れ
る
「
帰
省
」
と
呼
ば
れ
る
機
会

を
創
出
し
て
お
り
、
鳥
取
県
の
メ
タ
バ
ー
ス

課
で
も
今
後
こ
う
し
た
デ
ジ
タ
ル
空
間
を
入

り
口
と
し
た
関
係
人
口
増
加
を
期
待
し
て
い

る
。
現
実
社
会
と
同
様
に
メ
タ
バ
ー
ス
で
も
、

関
係
人
口
創
出
の
カ
ギ
と
な
る
の
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
内
で
の
交
流
や
体
験
で
あ
る
。

「
今
回
は
N
F
T
や
メ
タ
バ
ー
ス
を
活
用
す

る
こ
と
で
鳥
取
県
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ

く
、
そ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
が
目
的
で
し
た

が
、
今
後
、
よ
り
幅
広
い
層
に
使
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
新
た
な
交
流
や
体
験
が
で
き

る
場
と
し
て
活
用
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
」
と
中
井
さ
ん
は
語
る
。
鳥
取
ら
し
い
斬

新
な
取
り
組
み
に
今
後
も
注
目
し
た
い
。
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会
社
へ
の
思
い
を
巡
ら
せ
た

社
員
時
代

オ
カ
ネ
ツ
工
業
株
式
会
社
は
、
農
業
機
械

メ
ー
カ
ー
と
し
て
着
実
な
発
展
を
遂
げ
て
き

た
。
以
前
は
、
大
手
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
依
頼
に

よ
る
開
発
製
造
、
す
な
わ
ち
Ｏ
Ｅ
Ｍ
が
主
軸

だ
っ
た
が
、
そ
こ
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
、
近
年
は
「
夢
あ
る
挑
戦
」
を
掲
げ
て
自
社

製
品
の
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

こ
の
オ
カ
ネ
ツ
工
業
を
中
心
と
し
た
グ

ル
ー
プ
を
率
い
る
和
田
俊
博
社
長
は
、
大
学
の

卒
業
と
と
も
に
新
卒
で
入
社
し
た
。

和
田
社
長
が
入
社
し
た
１
９
７
８
（
昭
和

53
）
年
、
同
社
は
今い
ま

保ぼ
う（
岡
山
市
北
区
）
か
ら
、

現
在
の
瀬
戸
内
工
業
団
地
（
岡
山
市
東
区
）
に

本
社
お
よ
び
本
社
工
場
を
移
転
さ
せ
て
い
る
。

エ
ン
ジ
ン
製
造
工
程
中
の
熱
処
理
を
行
う

岡
山
県
陸
用
内
燃
機
関
工
業
協
同
組
合
と
し
て

１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
に
島
田
（
岡
山
市
北

区
）
に
て
創
業
し
た
同
社
は
、
１
９
６
４
（
昭

和
39
）
年
に
株
式
会
社
化
し
今
保
へ
移
転
。
さ

ら
に
１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年
に
現
社
名
に
名

称
を
変
更
し
て
い
る
。
熱
処
理
に
加
え
、
各
種

歯
車
の
製
造
、
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
組
み

立
て
な
ど
、
徐
々
に
事
業
を
広
げ
て
い
っ
た
。
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和
田
社
長
が
入
社
し
た
の
は
、
移
転
を
機
に
さ

ら
な
る
拡
大
を
図
ろ
う
と
、
初
め
て
大
学
の
新

卒
採
用
を
行
っ
た
、ま
さ
に
そ
の
年
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
新
卒
第
１
号
の
社
員
た
ち
を
待

ち
受
け
て
い
た
の
は
、
過
酷
な
日
々
だ
っ
た
。

和
田
社
長
は
、
入
社
後
程
な
く
購
買
担
当
に
配

属
さ
れ
た
が
、
生
産
に
必
要
な
部
品
調
達
が
間

に
合
わ
ず
に
徹
夜
が
続
く
こ
と
も
多
く
、
月
に

１
８
０
時
間
ほ
ど
残
業
し
て
い
た
と
い
う
。

「『
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
が
で
き
て
い
な
い
か
ら

こ
ん
な
労
働
を
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
の
生
活
が
い

つ
ま
で
続
く
の
か
』
な
ど
と
上
司
を
質
問
攻
め

に
し
て
い
ま
し
た
。
入
社
当
時
か
ら
こ
ん
な
調

子
で
『
和
田
君
は
も
う
黙
っ
て
い
て
く
れ
』
と

言
わ
れ
た
ほ
ど
。『
こ
の
ま
ま
で
は
会
社
が
大
き

く
な
れ
な
い
』
と
社
長
に
直
談
判
し
た
結
果
、

当
時
の
中
小
企
業
に
は
珍
し
い
、
高
額
な
生
産

管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
先
代
の
社
長
が
亡
く
な
る
と
き
に

『
君
に
は
だ
ま
さ
れ
続
け
た
ね
』
と
言
わ
れ
ま
し

た
」
と
和
田
社
長
は
笑
っ
て
振
り
返
る
。

社
内
の
部
署
を
転
々
と
し
、
30
歳
に
な
る

こ
ろ
に
は
、
絶
対
に
や
り
た
く
な
い
と
思
っ
て

い
た
新
規
開
拓
営
業
に
も
携
わ
っ
た
。
今
の
よ

う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
な
い
時
代
に
、
電
話

帳
を
め
く
っ
て
全
国
に
電
話
を
か
け
た
数
年

間
は
苦
痛
で
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
で

も
、
取
引
先
で
設
計
担
当
者
か
ら
現
場
の
技
術

者
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
を
一
人
で
相
手
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
、
そ
れ

ま
で
に
、
社
内
の
ほ
ぼ
全
て
の
部
署
で
業
務
を

一
通
り
経
験
し
て
い
た
こ
と
が
功
を
奏
し
た
。

そ
う
や
っ
て
コ
ツ
コ
ツ
と
信
頼
関
係
を
築

　

き
、
顧
客
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。

和
田
社
長
は
、
入
社
当
時
か
ら
上
司
に
も
臆
さ

ず
意
見
を
言
う
「
出
る
杭
」
で
あ
り
な
が
ら
、

あ
ら
ゆ
る
部
署
の
仕
事
を
熟
知
し
、
誰
よ
り
努

力
を
怠
ら
な
い
、
オ
カ
ネ
ツ
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
と
な
っ
て
い
た
。

「
49
歳
で
社
長
に
な
っ
た
と
き
、
入
社
し
て
か

ら
そ
れ
ま
で
社
員
と
し
て
長
年
働
き
な
が
ら

考
え
、
心
に
抱
い
て
き
た
、『
オ
カ
ネ
ツ
に
足

り
な
い
も
の
は
何
か
』『
今
こ
れ
を
や
る
べ
き

だ
』
と
い
う
マ
グ
マ
の
よ
う
な
思
い
が
ド
ッ
と

あ
ふ
れ
出
て
き
ま
し
た
」

社
長
就
任
で
実
現
さ
せ
た

数
々
の
思
い
と
自
社
開
発
製
品

２
０
０
５
（
平
成
17
）
年
の
社
長
就
任
後
、

和
田
社
長
が
最
初
に
行
っ
た
の
は
、
社
員
食
堂

を
つ
く
る
こ
と
だ
っ
た
。「
社
員
に
温
か
い
も

の
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
思
い
を
、
ま

ず
は
形
に
し
た
。

次
に
、
２
０
０
７
（
平
成
19
）
年
、
鋼
材

の
切
断
か
ら
加
工
ま
で
の
一
貫
作
業
を
行
う

会
社
を
Ｍ
＆
Ａ
で
取
得
し
、
オ
カ
ネ
ツ
金
属
工

業
株
式
会
社
と
し
て
子
会
社
化
。
社
長
就
任
前

年
に
設
立
し
た
、
梱
包
か
ら
国
内
外
へ
の
配
送

作
業
を
行
う
フ
ォ
ー
マ
ー
物
流
株
式
会
社
に

加
え
て
、
製
造
か
ら
配
送
ま
で
の
業
務
を
自
社

で
一
元
化
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
た
。

同
年
、
初
の
海
外
工
場
と
し
て
、
中
国
江
蘇

省
に
岡
熱
機
械
（
常
州
）
有
限
公
司
を
設
立
す

る
。「
オ
カ
ネ
ツ
は
つ
ぶ
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
噂
さ
れ
た
ほ
ど
の
大
き
な
勝
負
だ
っ
た
」
と

い
う
が
、そ
の
不
安
を
よ
そ
に
、２
０
１
４
（
平

成
26
）
年
に
は
ベ
ト
ナ
ム
へ
進
出
、
２
０
１
７

（
平
成
29
）
年
に
は
中
国
遼
寧
省
の
大
連
で
貿

易
会
社
を
設
立
す
る
な
ど
、
海
外
拠
点
を
着
実

に
増
や
し
て
き
た
。

そ
し
て
今
、
和
田
社
長
が
い
っ
そ
う
力
を

入
れ
て
い
る
の
が
、
自
社
製
品
の
開
発
だ
。
か

つ
て
１
９
７
０
年
代
に
５
年
ほ
ど
で
解
散
と

な
っ
た
研
究
開
発
室
を
、
２
０
１
０
（
平
成

22
）
年
に
設
計
開
発
部
と
し
て
復
活
さ
せ
た
。

今
後
、
動
力
源
が
電
動
化
し
て
い
く
こ
と
を

見
据
え
、
自
社
開
発
製
品
に
い
ち
早
く
電
動
式

を
導
入
し
、
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
に
は
、

初
の
自
社
ブ
ラ
ン
ド
製
品
と
し
て
電
動
ミ
ニ
耕

う
ん
機
「
Cく
る

ぼ

urvo
」
が
誕
生
し
た
。
そ
の
後
、

エ
ン
ジ
ン
式
も
含
め
、
山
岳
用
運
搬
車
、
除
雪

機
、
草
刈
り
機
な
ど
の
開
発
を
進
め
た
。
近
年

で
は
電
気
・
電
子
工
学
知
識
を
持
つ
社
員
の
採

用
を
増
や
し
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
分
野
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
に

は
A
I
で
障
害
物
を
検
知
し
て
自
動
停
止
す

る
自
走
草
刈
り
機
「
Aア
イ

ラ

ボ

I
R
A
V
O（
仮
）」
を

発
表
、
ま
た
、
感
知
し
た
も
の
を
後
追
い
で
き

る
集
草
機
の
開
発
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

自
社
製
品
で
一
番
の
売
れ
筋
は
、「
遊
び
心

で
開
発
し
た
」
と
い
う
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
ブ
レ

ン
ダ
ー
だ
。
駆
動
技
術
を
応
用
し
た
も
の
で
、

冷
凍
し
た
果
物
と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
入
れ

て
ス
ク
リ
ュ
ー
を
回
転
さ
せ
る
と
、
果
物
が
粉

砕
・
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ア
イ
ス

地域に生きる
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廃
棄
物
の
再
資
源
化
に
着
目
し

環
境
分
野
に
特
化

株
式
会
社
ミ
ラ
イ
エ
は
、
廃
棄
物
の

堆
肥
化
装
置
や
脱
臭
装
置
を
製
造
・
販
売

す
る
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
だ
。
同
社
は
、

島
田
義
久
社
長
の
父
で
あ
る
隆
久
氏
が

１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年
に
第
一
測
量
設

計
有
限
会
社
を
設
立
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

当
初
の
事
業
は
土
木
設
計
に
か
か
る
測
量

や
下
水
道
管
の
設
計
中
心
で
あ
っ
た
が
、

い
ず
れ
下
水
汚
泥
処
理
が
社
会
課
題
に
な

る
と
考
え
、
１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
ご

ろ
か
ら
汚
泥
を
堆
肥
化
す
る
装
置
の
研
究

に
着
手
。
お
よ
そ
５
年
を
か
け
堆
肥
化
シ

ス
テ
ム
の
開
発
に
成
功
し
て
特
許
を
取
得

し
た
。
さ
ら
に
３
年
後
、
今
度
は
実
機
「
Ｃ

モ
ー
ド
」
の
製
作
も
開
始
し
た
。
堆
肥
化

に
か
か
る
所
要
期
間
を
半
減
す
る
革
新
的

製
品
だ
っ
た
が
、
売
れ
行
き
は
鈍
く
足
踏

み
が
続
い
た
。

さ
ら
に
、
当
時
の
小
泉
政
権
が
構
造
改

革
の
一
環
で
行
っ
た
公
共
事
業
費
削
減
に

よ
る
建
設
不
況
の
影
響
で
、
２
０
０
０
（
平

成
12
）
年
か
ら
の
５
年
間
で
測
量
設
計
部

門
の
売
り
上
げ
が
３
分
の
１
ま
で
激
減
。

倒
産
寸
前
の
状
況
に
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ

る
中
、
２
０
０
７
（
平
成
19
）
年
、
体
調

を
崩
し
た
隆
久
氏
に
代
わ
っ
て
義
久
氏
が

事
業
を
承
継
し
た
。

「
継
ぐ
こ
と
よ
り
も
継
い
だ
後
が
大
変
で
、

金
融
機
関
や
会
計
士
と
再
建
案
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
繰
り
返
し
、
日
夜
、
資
金
繰

り
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
た
」
と
義
久

氏
は
こ
の
こ
ろ
の
苦
境
を
振
り
返
る
。
翌

２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
に
測
量
設
計
部

門
を
廃
止
し
、
廃
棄
物
の
再
資
源
化
に
関
わ

る
環
境
分
野
で
の
自
社
工
場
を
持
た
な
い

プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
と
し
て
経
営
再
建
を

決
断
し
た
。

道
を
切
り
拓
く
き
っ
か
け
は

目
の
前
の
お
客
さ
ま
の
困
り
事

Ｃ
モ
ー
ド
の
販
売
に
営
業
で
回
っ
て
い

た
こ
ろ
、
義
久
氏
は
堆
肥
化
作
業
で
の
困

り
事
を
聞
い
て
い
た
。
問
題
を
解
決
す
べ

く
、
島
根
県
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
と
堆
肥

化
装
置
「
イ
ー
ジ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
」
を
共
同

開
発
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
製
品
が
会
社
の

救
世
主
と
な
っ
た
。

イ
ー
ジ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
は
、
目
詰
ま
り
し

に
く
い
微
細
な
穴
を
開
け
た
特
殊
な
パ
イ

プ
を
床
に
埋
め
高
圧
の
空
気
を
出
す
こ
と

で
、
堆
積
し
た
廃
棄
物
の
内
部
全
体
に
酸

素
を
含
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
特
長

だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
堆
肥
化
装
置

で
必
要
だ
っ
た
、
重
機
で
堆
肥
を
掘
り
起

こ
し
て
空
気
を
含
ま
せ
る
切
り
返
し
作
業

が
不
要
と
な
り
、
人
件
費
や
燃
料
費
な
ど

約
45
％
の
コ
ス
ト
が
削
減
で
き
る
。
さ
ら

に
堆
肥
化
で
発
酵
に
要
す
る
期
間
が
短
縮

さ
れ
、
既
存
施
設
の
床
に
も
設
置
・
交
換

が
可
能
で
、
施
工
性
の
高
さ
と
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
し
や
す
さ
も
実
現
し
た
。

イ
ー
ジ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
は
２
０
０
７
年
に

ク
リ
ー
ム
が
出
来
上
が
る
。
野
菜
を
入
れ
る
こ

と
も
で
き
、
組
み
合
わ
せ
次
第
で
レ
シ
ピ
は
無

限
だ
。
見
た
目
が
悪
く
商
品
と
し
て
出
荷
で

き
な
い
規
格
外
の
青
果
物
を
利
用
す
れ
ば
食

品
廃
棄
物
の
削
減
に
な
り
、
道
の
駅
な
ど
で
採

用
さ
れ
れ
ば
６
次
産
業
化
に
も
貢
献
で
き
る
。

コ
ン
パ
ク
ト
化
し
、
見
た
目
も
お
し
ゃ
れ
な
後

継
モ
デ
ル
は
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
の
グ
ッ

ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
た
。
国
内
の
販
売
先

は
全
47
都
道
府
県
に
広
が
り
、
今
後
は
海
外

へ
も
販
路
を
拡
大
し
て
い
く
と
い
う
。

「
今
の
と
こ
ろ
市
場
に
出
て
い
る
自
社
開
発
製

品
は
全
て
私
か
ら
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
開
発
し

た
も
の
で
す
が
、
そ
れ
で
は
私
の
器
を
超
え
る

も
の
が
で
き
ま
せ
ん
。
領
域
に
と
ら
わ
れ
ず
、

オカネツ工業株式会社
岡山市東区九蟠1119-1
☎086-948-3981
https://okanetsu.co.jp/

自
由
な
発
想
で
開
発
に
挑
戦
し
て
い
い
。
従
業

員
の
中
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る

こ
と
が
私
の
夢
な
ん
で
す
」
と
和
田
社
長
は
話

し
、
今
後
も
新
領
域
の
開
拓
も
視
野
に
、
自
社

開
発
製
品
の
拡
充
と
シ
ェ
ア
の
拡
大
を
図
り

た
い
考
え
だ
。

自
由
で
明
る
い
企
業
に
は

質
の
高
い
社
員
が
集
ま
る

厳
し
い
労
働
環
境
で
鍛
え
ら
れ
た
和
田
社

長
だ
が
、
同
じ
こ
と
を
今
の
世
代
に
求
め
る
つ

も
り
は
な
い
と
い
う
。

「
昔
自
分
が
経
験
し
た
よ
う
な
働
き
方
は
、
む

し
ろ
反
面
教
師
に
し
て
い
ま
す
。
日
本
企
業
全

体
が
そ
の
よ
う
な
時
代
を
経
て
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
安
心
安
全
の
下
に
楽
し
く
働
き
、

や
り
が
い
が
持
て
る
企
業
を
目
指
す
べ
き
。
オ

カ
ネ
ツ
は
誰
で
も
頑
張
れ
ば
社
長
に
な
れ
る

企
業
で
す
」
と
話
す
和
田
社
長
は
、「
従
業
員

こ
そ
が
会
社
の
資
産
」
と
考
え
、
そ
の
後
も
経

営
管
理
だ
け
で
な
く
常
に
従
業
員
が
心
身
共

に
良
い
状
態
で
働
け
る
体
制
づ
く
り
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
３
年
連
続
と
な
る
「
健
康
経
営

優
良
法
人
２
０
２
３
」の
認
定
も
受
け
て
い
る
。

今
年
５
月
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
が
続

い
て
い
た
感
謝
祭
「
オ
カ
フ
ェ
ス
」
を
４
年
ぶ

り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
従
業
員
家
族

や
地
域
住
民
の
方
々
な
ど
へ
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
る
た
め
に
行
う
も
の
で
、
予
想
を
上
回

る
来
場
者
が
集
ま
り
、
社
員
に
よ
る
屋
台
や
バ

ン
ド
演
奏
、
お
笑
い
芸
人
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
な

ど
を
楽
し
ん
だ
。

同
社
は
２
０
２
５
年
末
の
完
成
を
目
指
し
、

岡
山
市
内
の
本
社
ビ
ル
や
工
場
な
ど
を
順
次

新
増
設
し
て
い
く
予
定
だ
。

県
下
で
初
め
て
「
地
域
未
来
投
資
促
進
法
」

の
支
援
措
置
を
活
用
し
、
本
社
に
隣
接
す
る

農
地
を
購
入
し
て
駐
車
場
を
移
し
、
空
い
た
場

所
に
設
計
開
発
棟
、
マ
シ
ニ
ン
グ
専
用
工
場
、

立
体
タ
ー
ミ
ナ
ル
倉
庫
を
建
設
し
、
工
場
の

総
合
レ
イ
ア
ウ
ト
を
再
編
、
本
社
事
務
所
も

新
設
す
る
。
予
定
さ
れ
る
建
築
面
積
は
計
約

５
０
０
０
㎡
に
も
な
る
と
い
う
。

こ
れ
に
伴
い
、
創
業
75
周
年
を
迎
え
る
今

年
２
０
２
３
（
令
和
5
）
年
を
「
第
二
次
産
業

革
命
元
年
」
と
位
置
付
け
、
先
述
の
A
I
搭

載
の
新
製
品
開
発
や
I
o
T
を
活
用
し
た
社

内
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
を
進
め
る
。
コ
ロ
ナ

禍
で
の
経
験
を
糧
に
、
従
業
員
同
士
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、力
を
合
わ
せ
て
、「
工

場
イ
ン
フ
ラ
の
再
編
」
と
「
D
X
に
よ
る
活

性
化
」
と
い
う
二
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
に

導
き
た
い
考
え
だ
。

「
い
い
建
屋
だ
け
を
つ
く
っ
て
も
意
味
は
な
い
。

少
子
化
の
中
で
も
、
こ
の
地
で
イ
ン
パ
ク
ト
の

あ
る
会
社
づ
く
り
を
し
、
自
由
で
明
る
い
企
業

と
し
て
発
展
で
き
れ
ば
、
質
の
高
い
若
者
が
集

ま
っ
て
き
て
く
れ
る
は
ず
。
私
は
現
社
屋
に
移

転
す
る
年
に
入
社
し
、共
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

１
０
０
年
成
長
し
続
け
る
企
業
を
目
指
し
、
次

の
半
世
紀
を
オ
カ
ネ
ツ
が
生
き
抜
く
た
め
の

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
の
決
断
で
す
」

次
世
代
へ
の
継
承
の
土
台
づ
く
り
と
発
展

の
た
め
、和
田
社
長
の「
夢
あ
る
挑
戦
」は
続
く
。

w
riter

黒
部 

麻
子〈
く
ろ
べ・あ
さ
こ
〉

１
９
８
１
年
東
京
都
生
ま
れ
。
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
・

フ
リ
ー
エ
デ
ィ
タ
ー
。
大
学
卒
業
後
、
出
版
社
勤
務

を
経
て
、
岡
山
県
に
移
住
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
。

株
式
会
社
ミ
ラ
イ
エ
《
島
根
県
松
江
市
》

文
／
入
江 

太
日
利　

 

写
真
撮
影
／
山
田 

泰
三

廃
棄
物
の
堆
肥
化
装
置
で

環
境
負
荷
の
低
い
循
環
型
シ
ス
テ
ム
を
構
築

沖縄の離島で家畜糞を有効活用すべく導入さ
れた堆肥化用の混合装置「Cモード」
写真提供／株式会社ミライエ

81

株式会社ミライエの島田義久社長

1  2  農業機械で培った技術を応用した「アイスクリームブレンダーBJ」はデザイン性も抜群
3  4  和田社長が設置した社員食堂は、社員のやる気を確実にアップさせ、働く原動力と

なっている
5  「誠実・実行・人格」を社是に掲げるオカネツでは、和田社長が編さんした「オカネツフィ

ロソフィー」を毎朝朗読することが社員の日課だ
1・2・4 写真提供／オカネツ工業株式会社
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「
社
会
課
題
に
着
目
し
、
環
境
問
題
を
身
近

に
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
考
え
る
島
田
社
長

は
、「
答
え
が
な
い
こ
と
に
対
し
て
自
分
た

ち
な
り
の
答
え
を
見
つ
け
て
い
く
体
験
を

提
供
し
た
い
。
そ
れ
が
真
の
学
び
に
つ
な

が
る
。
生
徒
た
ち
は
大
人
が
考
え
も
つ
か

な
い
よ
う
な
多
様
な
観
点
で
生
き
生
き
と

議
論
す
る
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
、
地
球
規
模
の
課
題
解

決
に
向
け
た
流
れ
が
世
界
で
加
速
し
て
い

る
今
、
ミ
ラ
イ
エ
は
３
年
後
の
上
場
を
目

指
し
、
今
後
も
お
客
さ
ま
と
地
球
の
笑
顔

を
増
や
す
べ
く
前
進
を
続
け
る
。

完
成
し
、
翌
年
に
販
売
を
開
始
し
た
。
発
売

当
初
は
苦
戦
が
続
い
た
が
、
飛
び
込
み
営
業

か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
エ
ン
ジ
ン

な
ど
で
顧
客
に
な
り
得
る
ユ
ー
ザ
ー
を
呼

び
込
む
、
い
わ
ゆ
る
「
We
b
集
客
」
に
切

り
替
え
た
と
こ
ろ
、
問
い
合
わ
せ
が
急
増
し
、

そ
の
年
は
50
件
を
超
す
依
頼
を
受
け
た
。

イ
ー
ジ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
を
酪
農
や
畜
産
、

株式会社ミライエ
島根県松江市矢田町250-167
☎0852-28-0001
https://miraie-corp.com/

す
こ
と
が
で
き
る
と
注
目
さ
れ
て
い
る
。
導

入
側
は
土
地
と
人
員
の
確
保
が
必
要
だ
が
、

適
し
た
設
備
は
ミ
ラ
イ
エ
で
用
意
す
る
た
め

初
期
費
用
は
ゼ
ロ
で
、
保
守
も
行
う
。
さ
ら

に
完
成
堆
肥
の
買
い
取
り
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト

を
一
貫
し
て
行
っ
て
い
る
。

製
品
の
海
外
展
開
も
始
ま
っ
て
い
る
。

２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
よ
り
、
中
国
へ
向

け
輸
出
を
開
始
し
た
Ｃ
モ
ー
ド
、
イ
ー
ジ
ー

ジ
ェ
ッ
ト
は
高
評
価
を
受
け
、
導
入
済
み
企

業
へ
の
視
察
が
相
次
い
で
い
る
と
い
う
。

「
例
え
ば
豚
の
飼
養
頭
数
は
、
日
本
で
は
年

間
約
９
０
０
万
頭
だ
が
、
中
国
で
は
年
間

約
５
億
頭
と
桁
が
違
う
。
糞
尿
か
ら
出
る

ア
ン
モ
ニ
ア
が
Ｐ
Ｍ
２・
５
の
一
因
に
も

な
っ
て
お
り
、
排
出
抑
制
の
た
め
の
良
い

技
術
が
中
国
国
内
に
は
ま
だ
な
い
た
め
、

商
機
が
あ
る
」
と
語
気
を
強
め
る
。
国
際

特
許
を
積
極
的
に
取
得
し
、
今
年
ス
タ
ー

ト
し
た
丸
紅
と
の
連
携
に
よ
る
ワ
ー
ル
ド

ワ
イ
ド
な
展
開
も
見
込
ま
れ
て
い
る
。
事

業
拡
大
に
伴
い
、
中
国
地
域
は
も
と
よ
り

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
や
外
国
人
も
含
め
、
社
の

存
在
意
義
に
共
感
し
、
自
ら
答
え
を
求
め

て
行
動
で
き
る
人
材
の
採
用
活
動
を
、
目

下
推
し
進
め
て
い
る
と
い
う
。

礎
と
な
る
企
業
理
念
が
成
長
を
促
す

革
新
的
な
技
術
開
発
の
根
底
に
あ
る
の

は
、「
お
客
様
と
地
球
の
笑
顔
を
増
や
す
」

と
い
う
企
業
理
念
だ
。
２
０
０
８
年
に
環

境
機
器
の
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
へ
転
換
す

る
に
当
た
っ
て
定
め
た
、
い
わ
ば
会
社
の

信
念
で
あ
る
。

「
お
客
さ
ま
の
悩
み
の
裏
に
は
必
ず
社
会
課

題
が
あ
る
。
圧
倒
的
な
メ
リ
ッ
ト
を
生
み

出
し
つ
つ
、
環
境
負
荷
も
低
減
さ
せ
る
製

品
の
開
発
と
課
題
解
決
に
向
け
た
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
に
力
を
注
い
で
い
る
」
と
社

長
は
言
う
。
開
発
段
階
か
ら「
買
い
手
よ
し
」

「
地
球
よ
し
」「
未
来
よ
し
」
の
三
方
よ
し

を
強
く
意
識
し
て
取
り
組
む
の
が
ミ
ラ
イ

農
業
な
ど
の
事
業
者
に
販
売
す
る
う
ち
に
、

今
度
は
堆
肥
舎
で
発
生
す
る
悪
臭
に
悩
む

多
く
の
顧
客
の
姿
を
目
に
す
る
。
そ
し
て

再
び
、
顧
客
の
困
り
事
を
き
っ
か
け
に
新

た
な
装
置
の
開
発
に
動
き
だ
し
た
。

当
時
、
脱
臭
装
置
に
は
「
活
性
炭
を
使

う
方
式
」「
薬
品
な
ど
を
使
う
ス
ク
ラ
バ
ー

方
式
」「
微
生
物
を
使
う
方
式
」
の
３
種
が

あ
っ
た
が
、
ど
れ
も
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

が
高
い
の
が
難
点
だ
っ
た
。

「
既
存
の
脱
臭
装
置
は
、
臭
気
成
分
を
分
解

す
る
た
め
に
必
要
な
木
材
チ
ッ
プ
や
お
が

く
ず
な
ど
の
消
耗
品
や
、
そ
れ
ら
を
入
れ

替
え
る
た
め
の
年
間
コ
ス
ト
が
３
０
０
万

～
３
０
０
０
万
円
程
度
と
非
常
に
高
額
で
、

お
客
さ
ま
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
た
」
と
島

田
社
長
。
そ
こ
で
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

の
軽
減
に
目
を
向
け
、
鳥
取
県
中
小
家
畜

試
験
場
の
基
礎
研
究
を
基
に
新
た
な
生
物

脱
臭
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
、
２
０
１
７

（
平
成
29
）
年
に
発
売
し
た
。
こ
の
装
置
は
、

木
材
チ
ッ
プ
や
お
が
く
ず
な
ど
の
代
わ
り

に
、
臭
気
成
分
を
分
解
す
る
微
生
物
を
多

孔
質
ガ
ラ
ス
に
定
着
さ
せ
て
脱
臭
す
る
（
上

図
）。
多
孔
質
ガ
ラ
ス
は
長
期
間
変
質
し
な

い
た
め
、
頻
繁
な
交
換
は
不
要
で
、
消
耗
品

コ
ス
ト
が
ほ
と
ん
ど
か
か
ら
な
い
の
に
加

え
、
臭
い
の
除
去
性
能
は
、
一
般
的
な
微
生

物
に
よ
る
脱
臭
の
約
４
倍
に
も
達
す
る
。

さ
ら
に
、
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
か

ら
は
大
手
商
社
の
丸
紅
株
式
会
社
と
連
携

し
、
使
用
済
み
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
原
料
に

使
う
多
孔
質
ガ
ラ
ス
の
活
用
も
ス
タ
ー
ト

し
た
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
寿
命
は
20
～
30

年
と
い
わ
れ
て
お
り
、
今
後
、
寿
命
を
迎

え
た
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
大
量
廃
棄
が
世
界

各
地
で
起
こ
る
恐
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

埋
め
立
て
処
分
さ
れ
る
ご
み
を
増
や
さ
な

い
た
め
に
も
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
再
資
源

化
は
今
後
ニ
ー
ズ
が
増
え
て
い
く
と
考
え

ら
れ
る
。

堆
肥
化
装
置
の
新
サ
ー
ビ
ス
や

中
国
へ
の
輸
出
を
開
始

２
０
２
３
年
２
月
に
は
、
食
品
廃
棄
物

の
処
理
を
外
部
委
託
し
て
い
る
食
品
加
工
会

社
向
け
に
、
堆
肥
化
装
置
の
定
額
制
サ
ー
ビ

ス
（
サ
ブ
ス
ク
）
を
開
始
し
た
。
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
円
安
な
ど
で
化
学

肥
料
の
価
格
が
高
騰
し
て
堆
肥
の
需
要
が
高

ま
っ
て
お
り
、「
食
料
安
全
保
障
」
の
た
め

に
国
も
堆
肥
利
用
を
後
押
し
す
る
状
況
が
あ

る
。
ま
た
昨
今
の
S
D
Gｓ
の
観
点
で
食
品

ロ
ス
を
な
く
す
と
い
う
機
運
も
高
ま
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
廃
棄
で
は
な

く
自
家
処
理
で
堆
肥
化
す
る
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
廃
棄
に
か
か
っ
て
い
た
コ
ス
ト
を
下
げ

る
だ
け
で
な
く
、「
廃
棄
物
ゼ
ロ
」
を
目
指

エ
の
流
儀
だ
。

「
お
客
さ
ま
と
地
球
の
双
方
に
プ
ラ
ス
を
も

た
ら
す
こ
と
が
当
社
の
存
在
意
義
」
と
言
い

切
り
、「
技
術
革
新
に
よ
っ
て
お
客
さ
ま
の

生
産
性
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
る
と
と
も

に
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
や
大
気
汚
染

の
解
消
な
ど
、
地
球
環
境
の
改
善
に
も
貢
献

し
て
い
る
」
と
自
信
を
の
ぞ
か
せ
る
。

ミ
ラ
イ
エ
で
は
、
文
部
科
学
省
の
ス
ー

パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）

に
指
定
さ
れ
て
い
る
島
根
県
立
松
江
南
高
等

学
校
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
、
２
０
２
１

（
令
和
３
）
年
か
ら
受
け
入
れ
て
い
る
。

w
riter

入
江 

太
日
利〈
い
り
え・た
か
と
し
〉

１
９
７
０
年
福
岡
県
生
ま
れ
。
大
学
卒
業
後
、

業
界
新
聞
、
経
済
誌
な
ど
を
経
て
フ
リ
ー
ラ
イ

タ
ー
に
。
取
材
記
事
を
幅
広
く
執
筆
す
る
と
と

も
に
、
写
真
撮
影
な
ど
も
手
掛
け
て
い
る
。

「お客様と地球の笑顔を増やす」というパーパス（目的）に向け、どういう意識で
アプローチしていくべきかを社員同士で話し合い、2022年に明文化した

島根県立松江南高等学校での授業の様子。３時間のワークのうち前半１時間は
環境に関する内容の講義を受け、後半２時間は、例えば地球環境保護のために
肉食を禁止するなどのテーマについて情報を調べ、賛成と反対に分かれてディ
ベートを行う

写真提供／株式会社ミライエ

お客さま

設備投資
ゼロ 建物・設備等は

購入不要
ミライエのサブスク

堆肥化施設

運営サポート

堆肥販売 生産堆肥を買い取り、
ミライエの販売ネット
ワークで有効利用

食品工場

資材運搬

廃棄物
ゼロ

月額定額¥

堆肥買取¥

ミライエ

申請や作業員教育、
設計・建設工事～保守
まで堆肥化運営を
フルサポート

食品加工会社向けの堆肥化装置のサブスクサービス

「ミライエ人7つのvalues」

１ 買い手よし、地球よし、未来よし
２ 人と違う視点を持ち、異なる意見を尊重する
３ 敬意をもって人と接する
４ 市場の共感を得る
５ 挑戦を楽しむ
６ 仲間を信じる
７ パン焼き器を売るな。美味しいパンを焼く方法を見つけろ

従来のブロワの50倍の高圧空気を堆肥原料に送風するエアレーション
技術。発酵に必要な酸素を堆肥全体にむらなく供給できるだけでなく、
重機による切り返し作業の手間も大幅に減り、真冬でも好気発酵が持続
して高い堆肥品質を保つことができる。

パイプの微細な穴から高圧の
空気を出し、廃棄物の内部か
ら全体に酸素を含ませる

イージージェット

臭気成分を分解する微生物を
多孔質ガラスに定着させて脱臭

仕 組 図
生物脱臭システム

堆肥化を行う施設の床に目詰
まりしにくい特殊なパイプを
埋め込む。既存の配管との交
換も可能

従来の脱臭技術で課題とされる「性能」
「消耗品コスト」「設置面積」の全てを
解決できる脱臭装置。既存施設への入
れ替えも可能だ。

廃ガラス瓶などを粉砕し
貝殻と混焼して生成した

多孔質ガラス

ノズル

ガス出口

多孔質ガラス

パイプ

散水

循環水槽

ガス入口 悪 臭ガス拡散部

バルブ

ポンプ

圧力計

制御盤
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二
つ
の
組
織
の
代
表
と
し
て

精
力
的
に
活
動

山
口
県
の
北
西
端
、
日
本
海
に
浮
か
ぶ
角つ
の

島し
ま
は
、
本
土
か
ら
島
ま
で
の
１
７
８
０
m
を

一
直
線
に
結
ぶ
角
島
大
橋
が
架
か
る
絶
景
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
ん
な
コ
バ
ル

ト
ブ
ル
ー
の
海
が
広
が
る
リ
ゾ
ー
ト
地
の
よ

う
な
景
色
を
望
む
地
で
、
新
名
文
博
さ
ん
は

活
動
す
る
。

新
名
さ
ん
は
現
在
二
つ
の
組
織
の
代
表

を
務
め
、
日
々
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
。

一
つ
は
カ
ヤ
ッ
ク
、
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
、
水
上

サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
の
提
供
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
運
営
を
行

う
株
式
会
社
海
耕
舎
、
も
う
一
つ
は
海
の

事
故
を
防
ぐ
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
や
海
岸

清
掃
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
に

取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー

下
関
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ク
ラ
ブ
だ
。

事
故
が
き
っ
か
け
で
始
め
た

サ
ー
フ
ィ
ン
で
地
域
と
つ
な
が
る

新
名
さ
ん
の
前
職
は
競
艇
選
手
で
あ
る
。

１
９
８
８
（
昭
和
63
）
年
に
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー

し
て
か
ら
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
に
引
退

す
る
ま
で
、
約
28
年
間
の
競
技
生
活
を
送
っ

た
。

「
子
ど
も
の
頃
か
ら
ず
っ
と
海
が
身
近
に
あ

り
、
遊
び
場
で
し
た
。
高
校
は
サ
ッ
カ
ー
部
、

大
学
時
代
は
ヨ
ッ
ト
部
で
、
ス
ポ
ー
ツ
は
昔

か
ら
得
意
。
も
と
も
と
裕
福
な
家
庭
で
は
な

く
、
そ
こ
か
ら
抜
け
出
し
た
い
思
い
も
あ
っ

て
競
艇
選
手
の
道
に
進
み
ま
し
た
」

そ
ん
な
新
名
さ
ん
が
な
ぜ
、
地
元
の
海
で

地
域
課
題
に
取
り
組
む
に
至
っ
た
の
か
。
始

ま
り
は
予
期
せ
ぬ
ア
ク
シ
デ
ン
ト
だ
っ
た
。

１
９
９
９
（
平
成
11
）
年
、
新
名
さ
ん
は

レ
ー
ス
中
の
事
故
に
よ
り
頸け

い

椎つ
い
損
傷
の
大
怪

我
を
負
っ
て
し
ま
う
。
医
師
の
勧
め
も
あ
り
、

リ
ハ
ビ
リ
の
一
環
と
し
て
始
め
た
の
が
サ
ー

フ
ィ
ン
だ
っ
た
。
当
初
は
よ
く
海
外
に
ま
で

出
か
け
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
地
元
に
角
島

と
い
う
素
晴
ら
し
い
場
所
が
あ
る
こ
と
に
気

づ
い
て
通
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

「
で
も
、
当
時
は
地
域
の
人
た
ち
の
サ
ー

フ
ァ
ー
に
対
す
る
目
は
冷
た
く
、
ウ
エ
ッ
ト

ス
ー
ツ
を
着
て
い
る
だ
け
で
密
漁
者
に
間
違

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
僕
ら
と
し

て
も
気
持
ち
よ
く
サ
ー
フ
ィ
ン
が
し
た
い

の
で
、
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
よ
う
と
、

２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
か
ら
仲
間
内
で
海

岸
の
清
掃
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
」

ま
た
、
海
水
浴
客
の
多
い
角
島
で
は
水
難

事
故
が
多
く
、
地
元
の
人
々
も
心
を
痛
め
て

い
た
と
こ
ろ
、
新
名
さ
ん
た
ち
サ
ー
フ
ァ
ー

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
を
始

め
た
こ
と
で
状
況
が
一
変
す
る
。
実
際
に
救

助
活
動
を
行
う
と
地
域
の
方
々
の
見
る
目
が

変
わ
り
、「
時
給
を
出
す
か
ら
こ
れ
か
ら
も

来
て
ほ
し
い
」
と
お
願
い
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

収
益
に
つ
な
げ
な
が
ら

地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
ア
イ
デ
ア

ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
を
行
う
仲
間
の
輪
を

広
げ
つ
つ
２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
に
任
意

団
体
を
立
ち
上
げ
、
よ
り
質
の
高
い
救
命
技

術
の
取
得
や
、
海
水
浴
場
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設

置
等
を
進
め
る
と
、
地
域
と
の
距
離
は
ま
す

ま
す
縮
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
２
０
１
２

（
平
成
24
）
年
、「
海
と
い
う
視
点
か
ら
地
域

課
題
に
取
り
組
む
」
こ
と
を
理
念
と
す
る
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
下
関
ラ
イ
フ

セ
ー
ビ
ン
グ
ク
ラ
ブ
を
設
立
し
た
。

組
織
が
大
き
く
な
る
と
、
活
動
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
事
務
作
業
や
経
費
も
必
要
と
な
っ
て

い
っ
た
。
そ
こ
で
、
活
動
全
体
を
経
済
的
に

支
え
る
た
め
に
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
に

立
ち
上
げ
た
の
が
株
式
会
社
海
耕
舎
で
あ
る
。

海
耕
舎
で
提
供
す
る
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

角
島
の
海
を
存
分
に
楽
し
め
る
も
の
で
人
気

が
高
い
。

「
体
験
観
光
を
始
め
た
の
は
、
す
ぐ
近
く
に

あ
る
、
ホ
テ
ル
西
長
門
リ
ゾ
ー
ト
さ
ん
か
ら

『
通
年
で
マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
や
っ

て
ほ
し
い
』
と
要
望
を
受
け
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
す
。
今
で
は
県
内
だ
け
で
な
く
福
岡

や
大
阪
、
東
京
な
ど
都
市
圏
か
ら
も
予
約
が

あ
り
、
定
期
的
に
遊
び
に
来
る
リ
ピ
ー
タ
ー

さ
ん
も
多
い
で
す
」

海
耕
舎
設
立
に
続
き
、
２
０
１
７
（
平
成

海
と
い
う
視
点
か
ら

地
域
課
題
に
取
り
組
み

こ
の
地
の
魅
力
を
伝
え
る

マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
提
供
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
運
営
を
し
な
が
ら
、

海
岸
で
の
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
に
清
掃
活
動
、
さ
ら
に
は
学
校
へ
の
出
前
授
業
な
ど
、

長
年
多
彩
な
活
動
を
続
け
て
き
た
新
名
文
博
さ
ん
。

今
日
も
海
と
地
域
に
寄
り
添
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
で
地
域
課
題
に
挑
ん
で
い
る
。

株
式
会
社
海
耕
舎　

代
表
取
締
役  

新
名 

文
博  

《
山
口
県
下
関
市
》

文／村尾 悦郎    
写真撮影／安森 信

ゆ
め
つ
む
ぎ
び
と

104
 prof i le

新名 文博
〈にいな・ふみひろ〉

1965年生まれ。山口県下関市
出身。1988年から2015年ま
で競艇選手として競技生活を
送りながら、サーファー仲間
と立ち上げた角島を拠点とする
ライフセービングの任意団体
を経て、2012年にNPO法人
コバルトブルー下関ライフセー
ビングクラブを設立。選手引退
後の2016年、株式会社海耕舎
を設立。

か
い
こ
う
し
ゃ

1

2

4 5

3

1  新名さんがサーファー仲間と立ち上げたNPO法人コバルトブルー下関ライフ
セービングクラブによる、ビーチクリーン活動

2  3  角島のコバルトブルービーチで行ってきた安全管理業務の様子
4  5  海耕舎が角島大橋周辺で提供するマリンアクティビティ
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29
）
年
に
は
日
本
財
団
の
「
渚
の
交
番
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト※

」
を
受
託
し
、「
渚
の
交
番 

島
戸
」

を
翌
年
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
こ
の
活
動
拠

点
に
、
日
々
持
ち
掛
け
ら
れ
る
地
域
の
相
談

事
が
、
ま
た
新
た
な
企
画
を
生
み
出
し
て
き

た
。

「
ウ
ニ
が
大
量
発
生
し
て
困
っ
て
い
る
と
か
、

子
ど
も
た
ち
に
海
の
授
業
を
や
っ
て
ほ
し
い

と
か
、
空
き
家
を
活
用
し
た
い
な
ど
、
内
容

は
さ
ま
ざ
ま
。
絡
ま
っ
た
漁
船
の
ロ
ー
プ
を

潜
っ
て
切
っ
て
ほ
し
い
と
か
、
テ
レ
ビ
の
リ

モ
コ
ン
の
使
い
方
が
分
か
ら
な
い
、
な
ん
て

話
も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
」
と
苦
笑
し
な
が
ら

新
名
さ
ん
は
語
る
。
い
ろ
ん
な
相
談
が
集
ま

る
の
は
、
そ
れ
だ
け
地
域
に
と
っ
て
存
在
が

大
き
く
、か
つ
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
証
し
だ
。

ウ
ニ
の
大
量
発
生
は
、
ア
ワ
ビ
や
サ
ザ

エ
が
好
物
と
す
る
海
藻
を
食
べ
尽
く
す
だ

け
で
な
く
、
海
水
浴
客
の
足
の
裏
に
刺
さ

る
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
も
引
き
起
こ
す
。

被
害
を
抑
え
る
に
は
素
潜
り
に
よ
る
間
引

き
作
業
が
必
要
と
な
る
。
海
耕
舎
で
は
そ

の
作
業
を
「
ウ
ニ
捕
り
体
験
」
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
と
し
て
商
品
化
し
た
り
、
間
引
い

た
ウ
ニ
を
使
っ
た
料
理
を
販
売
し
た
り
す

る
こ
と
で
ビ
ジ
ネ
ス
へ
と
昇
華
さ
せ
た
。

ま
た
、
学
校
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
、
地

域
の
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
対
し
、
遊
び
や

清
掃
を
通
じ
て
海
の
素
晴
ら
し
さ
と
怖
さ
を

教
え
る
「
出
前
授
業
」
を
行
っ
て
き
た
。

「
学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ
た
め
の
『
学
校
運

営
協
議
会
』
に
呼
ば
れ
た
こ
と
が
始
ま
り
で

す
。
そ
れ
か
ら
は
頼
ま
れ
た
ら
と
に
か
く
出

向
い
て
い
ま
す
。
海
の
活
動
だ
け
で
な
く
、

清
掃
で
拾
っ
た
海
藻
を
肥
料
に
し
て
、
子
ど

も
た
ち
と
畑
で
作
物
を
育
て
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
」

さ
ら
に
、
空
き
家
活
用
の
相
談
に
応
え
、

下
関
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
で
集
め
た
資
金
を
使
っ
て
空
き

家
を
改
装
し
、
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
に

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
「
ペ
ン
シ
オ
ー
ネ
島
戸
１
」

と
し
て
運
営
を
開
始
し
た
。
し
か
も
、
た
だ

改
装
す
る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
も
参

加
し
て
一
緒
に
な
っ
て
壁
を
塗
り
、
空
き
家

活
用
に
つ
い
て
の
体
験
授
業
を
行
っ
た
と
い

う
。
こ
う
し
た
数
々
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、

新
名
さ
ん
率
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
２
０
２
０

（
令
和
２
）
年
に
は
山
口
県
の
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
や
ま
ぐ
ち
！
地
域
貢
献
賞
」を
受
賞
し
た
。

こ
の
地
な
ら
で
は
の

働
き
方
と
生
き
方
の
魅
力

長
年
、
地
元
の
海
を
守
り
な
が
ら
地
域
を

活
気
づ
け
て
き
た
新
名
さ
ん
が
今
注
目
し
て

い
る
の
は
、
過
疎
に
つ
い
て
の
課
題
だ
。
地

域
の
人
々
と
の
交
流
や
出
前
授
業
の
中
で
、

「
子
ど
も
た
ち
が
出
て
行
か
な
い
よ
う
に
」

よ
り
も
「
ど
う
戻
っ
て
も
ら
う
か
」
を
考
え

る
べ
き
だ
と
感
じ
た
こ
と
か
ら
、
将
来
子
ど

も
た
ち
が
戻
っ
て
来
た
い
、
ま
た
、
移
住
者

が
住
み
た
い
と
思
え
る
「
魅
力
的
な
仕
事
づ

く
り
」
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
例
え
ば
『
夏
は
体
験
業
、
そ
れ
以
外
の
季

節
は
農
業
や
林
業
』
と
い
っ
た
マ
ル
チ
ワ
ー

カ
ー
を
地
域
ぐ
る
み
で
雇
う
仕
組
み
が
で
き

れ
ば
、
新
た
な
魅
力
に
な
り
ま
す
。
地
域
の

中
で
働
い
て
、
そ
の
合
間
に
サ
ー
フ
ィ
ン
を

し
た
り
、
近
所
の
人
と
触
れ
合
っ
た
り
。
そ

れ
は
ま
さ
に
僕
が
こ
れ
ま
で
体
験
し
て
き
た

『
こ
こ
な
ら
で
は
の
働
き
方
と
生
き
方
』
で

す
。
都
会
で
は
な
か
な
か
実
現
で
き
な
い
暮

ら
し
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
で
、
住
み
た
い

と
思
う
人
が
増
え
た
ら
と
思
い
ま
す
」

世
界
に
誇
れ
る
美
し
い
海
が
広
が
る
こ
の

地
域
を
次
の
世
代
に
残
す
た
め
に
、
新
名
さ

ん
の
挑
戦
は
続
く
。

w
riter

村
尾 

悦
郎 

〈
む
ら
お・え
つ
ろ
う
〉

山
口
県
長
門
市
在
住
。
ラ
イ
タ
ー
／
編
集
者
。

長
門
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
経
て
、
地
域
の

人
・
食
・
風
景
の
魅
力
を
発
信
す
る
「
な
が
と

と
編
集
室
」
で
活
動
中
。

《
岡
山
県
総
社
市
》鯛

の
酒
盗
和
え
と
子
持
ち
ベ
イ
カ
の
酢
味
噌
和
え

し
ゅ   

と
う

　

岡
山
県
総
社
市
の
三
宅
酒
造
は
、
古
墳
や

里
山
に
囲
ま
れ
た
吉
備
路
の
シ
ン
ボ
ル
・
備

中
国
分
寺
五
重
塔
の
す
ぐ
南
に
位
置
す
る
。

１
９
０
５
（
明
治
38
）
年
の
創
業
以
来
、
総

社
の
米
と
高
梁
川
の
伏
流
水
を
使
い
、
人
の

手
に
よ
る
丁
寧
な
酒
造
り
を
続
け
て
き
た
。

　

今
回
紹
介
す
る
「
三
宅
の
み
や
こ
」
は
、

同
社
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
中
で
最
も
地
元
に

こ
だ
わ
っ
た
銘
柄
だ
。
原
料
米
に
は
、
こ
の

地
域
で
大
正
時
代
ま
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
も

の
の
、
一
度
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
在
来
品
種

「
都み
や
こ

」
を
使
用
し
て
い
る
。

「
中
四
国
地
方
で
都み
や
こ

米
を
使
っ
て
い
る
蔵
は
、

恐
ら
く
う
ち
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。
改
良
さ

れ
た
穀こ
く

良り
ょ
う

都み
や
こ

を
使
っ
た
酒
は
時
々
見
か
け
ま

す
が
」
と
５
代
目
社
長
の
小
澤
佑
二
さ
ん
は

話
す
。

　

こ
の
土
地
な
ら
で
は
の
酒
造
り
を
切
望
し

て
い
た
先
代
社
長
ら
が
、
岡
山
県
農
業
試
験

場
（
現
・
岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー

農
業
研
究
所
）
か
ら
わ
ず
か
に
残
る
種
籾も
み

を
譲
り
受
け
、
数
年
か
け
て
都
米
を
復
活
。

こ
れ
を
使
っ
た
酒
造
り
に
成
功
し
た
の
が

１
９
９
９
（
平
成
11
）
年
の
こ
と
だ
。

「
全
く
未
知
の
米
で
す
し
、
米
が
で
き
て
も
い
い

酒
に
な
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
『
こ

こ
で
し
か
造
れ
な
い
酒
』
を
造
り
た
か
っ
た
ん

で
す
。
幸
い
、
う
ち
の
水
と
の
相
性
も
良
く
、

味
わ
い
深
い
酒
に
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
」

「
三
宅
の
み
や
こ
」
は
生
産
ス
タ
イ
ル
も
面
白

い
。
田
植
え
か
ら
収
穫
、
仕
込
み
、
瓶
詰
め

ま
で
の
精
米
を
除
く
全
工
程
を
、
公
募
し
た

一
般
希
望
者
と
共
に
行
う
。「
日
本
酒
を
も
っ

と
身
近
に
、
深
く
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
思

い
で
始
め
た
酒
づ
く
り
大
学
は
、
毎
年
30
～

40
人
ほ
ど
が
参
加
し
、
今
年
で
26
回
目
を
迎

え
た
。
参
加
者
が
変
わ
れ
ば
麴
の
出
来
も
変

わ
る
。
毎
年
微
細
な
変
化
が
楽
し
め
る
の
も
、

こ
の
酒
の
個
性
だ
。「
都
米
は
栽
培
に
手
間
は

か
か
る
が
、
う
ま
味
が
出
て
、
し
っ
か
り
し

た
味
の
酒
に
な
り
や
す
い
ん
で
す
」
と
い
う

小
澤
社
長
の
言
葉
通
り
、
口
に
含
む
と
ふ
く

よ
か
な
甘
い
香
り
が
広
が
っ
た
。
か
す
か
な

ガ
ス
感
も
心
地
よ
い
。

　

こ
の
甘
み
を
、
ぐ
っ
と
引
き
立
て
る
の
が
、

鯛
の
酒
盗
和
え
だ
。
下
津
井
産
の
鯛
の
コ
リ
ッ

と
し
た
歯
ご
た
え
と
熟
成
し
た
酒
盗
の
コ
ク

に
、
紫し

蘇そ

の
花
の
香
り
が
爽
や
か
さ
を
添
え

る
。「
酒
盗
」
の
字
の
ご
と
く
、
ど
こ
ま
で
も

酒
が
進
み
そ
う
だ
。
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て

獲
れ
る
子
持
ち
ベ
イ
カ
も
、
身
が
柔
ら
か
く
、

卵
に
甘
み
が
あ
っ
て
絶
品
だ
。

「
酒
づ
く
り
大
学
の
皆
さ
ん
な
く
し
て
こ
の
酒

は
で
き
ま
せ
ん
」
と
小
澤
社
長
。
地
元
産
を

と
こ
と
ん
追
求
し
た
酒
と
料
理
で
、
岡
山
の

季
節
の
味
を
堪
能
し
た
い
。

文／黒部 麻子　　写真撮影／冨岡 誠

31

三
宅
の
み
や
こ
特
別
純
米
酒三宅酒造株式会社

岡山県総社市宿355
☎0866-92-0075
https://miyake-suifu.jp/

料理協力：祥雲
岡山市北区天神町5-9　1F

株式会社海耕舎
山口県下関市王司神田1-6-1
☎083-227-2393
https://kaikousha.com/

写真提供／株式会社海耕舎

※ 渚の交番プロジェクト…　
日本財団が推進・助成する、
海辺のさまざまな活動や、
それに関わる地域の人と情
報をつなぐ拠点を整備する
プロジェクト

6  2017年にオープンした「渚の交番 島戸」は、海と地域を守る新名さんたちの活動の本拠地
であり、多くの人が集まる場所となっている

7  8  増えすぎたウニを間引きする「ウニ捕り体験」
9  ビーチクリーンで集めた海藻を肥料に、循環型有機農園づくりを行う体験授業の様子
 10 古民家を改装したゲストハウス「ペンシオーネ島戸1」の室内。クラウドファンディングで地

域内外の支援を受け完成した

6

7 8

9  10



伝統芸能を継ぐ人びと
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広
島
県
北
東
部
、
庄
原
市
東
城
町
塩
原
地

区
に
伝
わ
る
「
塩
原
の
大
山
供
養
田
植
」
の

始
ま
り
は
、
遅
く
と
も
江
戸
時
代
宝
暦
年
間

（
１
７
５
１
～
１
７
６
４
年
）
以
前
と
さ
れ
る
。

伯
耆
大
山
（
鳥
取
県
）
を
中
心
と
し
た
こ
の

地
域
一
帯
は
、
牛
馬
安
全
の
神
・
大だ
い

山せ
ん

智ち

明み
ょ
う

大だ
い

権ご
ん

現げ
ん

（
通
称
・
大
仙
さ
ん
）
へ
の
信
仰
が
盛
ん

で
あ
っ
た
た
め
、
大
山
信
仰
に
よ
る
牛
馬
へ
の

供
養
と
田
植
が
一
体
化
し
た
祭
り
と
な
っ
た
。

１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
か
ら
は
４
年
に
一
度
、

５
月
か
ら
６
月
の
田
植
時
期
に
石い
し

神
社
前
の
水

田
で
行
わ
れ
て
い
る
。

牛
馬
の
霊
を
供
養
し
て

安
全
と
五
穀
豊
穣
を
祈
願

祭
り
で
は
、
牛
の
所
有
者
に
と
っ
て
見
せ
場

で
あ
る
、
牛
の
歩
く
順
を
せ
り
で
決
め
る
「
牛

せ
り
」
の
後
、
順
に
「
田
植
お
ど
り
」「
供
養

行
事
」「
し
ろ
か
き
」「
太
鼓
田
植
」「
お
札
納
め
」

の
五
つ
の
行
事
が
行
わ
れ
る
。

一
つ
目
の
田
植
お
ど
り
は
、
天
狗
面
を
着
け

た
「
露
払
い
」
が
扇
子
と
榊さ

か
き

を
手
に
し
て
先
導

し
、
後
ろ
に
は
、
滑
稽
な
面
で
サ
サ
ラ
を
持
っ
た

「
さ
さ
ら
す
り
」、
拍ひ
ょ
う

子し

木ぎ

を
打
ち
音
頭
取
り
を
す

る
「
左さ

下げ

頭と
う

取ど
り
」、
白
い
法は
っ

被ぴ

に
菅す
げ

笠が
さ
を
被
り
太

鼓
を
打
ち
鳴
ら
す
「
左
下
」、
編
み
笠
と
浴
衣
姿

の
「
早そ
お
と
め
乙
女
」
が
続
き
、
控
え
所
か
ら
広
場
ま

で
、
ヨ
イ
ソ
ラ
ヨ
イ
ソ
ラ
と
い
う
掛
け
声
に
合

わ
せ
囃は
や
し子
を
打
ち
な
が
ら
行
列
で
進
む
。
水
田

へ
隣
接
し
た
広
場
に
着
く
と
隊
形
を
組
み
、
踊
っ

た
り
、
苗
を
植
え
る
所
作
を
し
た
り
す
る
。

二
つ
目
の
、
別
名
「
棚
く
ぐ
り
」
と
も
呼
ば

れ
る
供
養
行
事
は
、
大
山
供
養
田
植
の
メ
イ
ン

と
な
る
行
事
で
、
水
田
へ
向
か
う
牛
が
丸
太
で

組
ん
だ
供
養
棚
の
中
央
を
く
ぐ
る
際
に
行
う
。

棚
の
上
部
に
は
神
職
と
僧
侶
が
左
右
に
分
か
れ

て
控
え
、
神
職
は
大お
お

祓は
ら
い

の
詞こ
と
ば

な
ど
を
唱
え
な
が

ら
神お

札ふ
だ

や
御ご

幣へ
い

を
、
僧
侶
は
大だ
い

般は
ん

若に
ゃ

経き
ょ
う

を
転
読

し
な
が
ら
経
典
一
巻
と
守
護
札
を
牛
に
授
け

る
。
牛
た
ち
は
神
と
仏
の
両
方
か
ら
加
護
を
受

け
る
の
で
あ
る
。

三
つ
目
の
し
ろ
か
き
は
、
そ
の
牛
が
水
田
に

入
り
、
足
で
泥
を
か
き
回
す
こ
と
を
い
う
。
道
具

を
使
わ
ず
古
式
の
歩
き
方
で
行
わ
れ
、
牛
を
先
導

す
る
「
綱つ
な

掻か
き
頭
取
」
の
技
量
が
求
め
ら
れ
る
。

四
つ
目
の
太
鼓
田
植
で
は
、
か
す
り
の
着

物
に
手
ぬ
ぐ
い
で
姉
さ
ん
被
り
を
し
た
早
乙
女

た
ち
が
し
ろ
か
き
の
済
ん
だ
水
田
に
入
る
。
あ

ぜ
道
に
並
ん
だ
左
下
が
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
上か
み

歌
で
呼
び
か
け
る
と
、
早
乙
女
は
そ
れ
を
受
け

て
下し
た

歌
を
唱
和
し
な
が
ら
田
植
を
す
る
。
さ
さ

ら
す
り
は
田
植
の
最
中
、
滑
稽
な
動
き
で
歩
き

回
っ
て
観
客
の
笑
い
を
誘
う
。

最
後
と
な
る
お
札
納
め
は
、
後
日
吉
日
を
選

び
、
供
養
棚
に
祀
っ
て
い
た
供
養
札
を
医い

王お
う

寺

の
住
職
と
総
代
が
、
多お
お

飯い

がが

辻つ
じ

山
に
あ
る
大
仙

社
へ
納
め
に
行
く
も
の
だ
。
供
養
が
済
ん
だ
こ

と
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
改
め
て
牛
馬
安
全

と
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
。

文
化
の
継
承
こ
そ
が

ふ
る
さ
と
が
生
き
残
る
道

塩
原
地
区
で
は
牛
は
昔
か
ら
大
切
に
さ
れ
、

か
つ
て
は
家
の
中
で
飼
育
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。

そ
う
し
た
牛
へ
の
特
別
な
思
い
が
こ
の
祭
り
の

根
底
に
あ
る
。

「
地
区
で
牛
を
飼
う
家
が
激
減
し
た
今
で
も
、

市
内
の
牧
場
な
ど
に
お
願
い
し
て
牛
を
参
加
さ

せ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
続
け
て
い
る
。
文
化
を

持
っ
た
地
域
は
生
き
残
れ
る
」
と
小お

奴ぬ

可か

地
区

芸
能
保
存
会
会
長
の
和
田
満み
つ
よ
し福
さ
ん
は
話
す
。

大
山
供
養
田
植
は
毎
回
約
４
０
０
人
も
の
参

加
者
を
要
す
大
掛
か
り
な
行
事
で
あ
る
た
め
、

塩
原
の
大
山
供
養
田
植

大
山
供
養
田
植
は
、
牛
馬
安
全
と
五
穀
豊
穣
・
家
内
安
全
を
祈
願
し
て
行
わ
れ
る
民
俗
芸
能
で
、
大
山
信
仰
に
基
づ
く
牛

供
養
田
植
の
形
式
が
忠
実
に
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
２
０
０
２（
平
成
14
）年
に
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

（
広
島
県
庄
原
市
）

だ
い

 
 

 
 

せ
ん

し
お

 
 

 
 

は
ら

9

田植おどりの初めに天狗面を着けた
露払いが行列を先導する

14 3

6 5

7 2

文／藤沢 享乃　　写真提供／庄原市、庄原市教育委員会、小奴可地区芸能保存会

2022年5月開催時の出演者。右端で札を持っている
のが小奴可地区芸能保存会会長の和田満福さん。自ら
ささらすりを務める

小奴可地区芸能保存会
［住所］広島県庄原市東城町塩原
［連絡先］庄原市教育委員会
☎0824-73-1189

1  牛が水田で歩き回って泥をかき回す「しろかき」
2  しろかきが済んだ水田で太鼓の拍子に合わせて田植をする「太鼓

田植」。手前で田植をしているのが早乙女、奥で太鼓を叩いてい
るのが左下、その間で拍子木を打つのが左下頭取

3  「棚くぐり」で丸太で組んだ供養棚の中央を牛がくぐる様子
4  広場に着いた後、隊形を組んで踊りや田植の所作をする「田植お

どり」
5  滑稽な面を被るささらすり
6  供養札を大仙社へ納める「お札納め」
7  例年、朝から食事係が用意する田植飯は400食。塩サバの煮物

をはじめ８品とおにぎり２個をそれぞれ朴（ほう）の葉に包む

費
用
も
多
く
か
か
り
、
自
治
体
や
企
業
の
支
援

が
な
け
れ
ば
開
催
は
難
し
い
。
存
続
の
た
め
、

１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年
に
保
存
会
が
設
立

さ
れ
た
が
、
食
事
作
り
や
棚
の
組
み
立
て
に
は

住
民
総
出
で
、
牛
を
提
供
し
て
く
れ
る
周
辺
の

人
々
の
協
力
も
不
可
欠
だ
。
２
０
２
２
（
令
和

４
）
年
の
開
催
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
延
期
や
中
止

が
検
討
さ
れ
た
が
「
一
度
や
め
た
ら
継
承
が
止

ま
り
廃
れ
て
し
ま
う
」
と
の
危
機
感
か
ら
無
観

客
開
催
を
敢
行
し
た
。

現
在
、次
の
世
代
へ
つ
な
ぐ
取
り
組
み
と
し
て
、

小
奴
可
こ
ど
も
園
で
田
植
体
験
を
行
っ
た
り
、
小

奴
可
小
学
校
の
運
動
会
で
児
童
が
披
露
す
る
田
植

お
ど
り
を
指
導
し
た
り
し
て
い
る
。
大
山
供
養
田

植
へ
の
参
加
も
促
し
て
お
り
、
子
ど
も
時
代
に
身

近
に
感
じ
る
こ
と
で
、「
大
人
に
な
っ
て
も
大
山

供
養
田
植
の
時
期
に
は
帰
っ
て
き
て
、
継
承
し
て

ほ
し
い
」
と
和
田
さ
ん
は
願
っ
て
い
る
。

な
ん
と
し
て
も
後
世
に
つ
な
ぎ
た
い
と
の

思
い
で
継
承
さ
れ
て
き
た
塩
原
の
大
山
供
養
田

植
。
次
の
開
催
予
定
は
２
０
２
６
年
で
あ
る
。
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「梨のキッチンギャラリー」
では3品種の梨を一年中食べ
比べできる

食
べ
て
遊
ん
で
学
べ
る

梨
の
パ
ラ
ダ
イ
ス

鳥
取
県
中
部
の
倉
吉
市
に
あ
る
「
鳥
取

二
十
世
紀
梨
記
念
館 

な
し
っ
こ
館
」
は
、
県

特
産
品
の
〝
梨
〟
を
テ
ー
マ
に
し
た
日
本
唯

一
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
あ
る
。
市
の
ま
ち

づ
く
り
拠
点
で
あ
る
文
化
複
合
施
設
「
倉

吉
パ
ー
ク
ス
ク
エ
ア
」
の
一
画
に
あ
り
、

２
０
０
１
（
平
成
13
）
年
、
そ
の
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
と
と
も
に
開
館
し
た
。
市
民
か
ら

は
「
な
し
っ
こ
館
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
、

休
日
に
は
家
族
連
れ
や
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う

人
気
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

入
館
す
る
と
、
ま
ず
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の

二
十
世
紀
梨
の
巨
木
が
出
迎
え
る
。
こ
の
巨

木
を
中
心
に
、
展
示
室
が
円
形
状
に
配
置
さ

れ
て
い
る
。
特
徴
は
、
充
実
し
た
体
験
型
展

示
で
、
一
年
を
通
し
て
３
品
種
の
梨
の
食
べ

比
べ
が
で
き
る
「
キ
ッ
チ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

や
、
虫
目
線
で
梨
園
を
楽
し
め
る
「
不
思
議

ガ
ー
デ
ン
」
は
、
そ
の
代
表
で
あ
る
。

「
見
て
、
聞
い
て
、
触
っ
て
、
嗅
い
で
、
味
わ

え
る
。
当
館
は
五
感
を
フ
ル
に
使
い
、
楽
し

み
な
が
ら
梨
に
つ
い
て
学
べ
る
施
設
で
す
」

と
話
す
の
は
、
記
念
館
参
事
の
吉
田
亮あ
き
ら

さ
ん
。

か
つ
て
鳥
取
県
園
芸
試
験
場
職
員
だ
っ
た
こ

ろ
、
開
館
当
時
の
展
示
企
画
に
携
わ
っ
て
い

た
。
前
例
が
な
い
施
設
の
立
ち
上
げ
に
は
、

情
報
の
精
査
や
展
示
物
の
収
集
な
ど
、
開
館

ま
で
に
７
年
の
月
日
を
費
や
し
た
と
い
う
。

「
開
館
目
的
で
あ
る
果
樹
産
業
や
観
光
の
振

興
、
教
育
や
交
流
の
場
と
し
て
広
い
世
代
に

親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
い
未
来
へ
つ
な
げ
る

に
は
、『
博
物
館
』
よ
り
も
『
記
念
館
』
が

そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ま
し
た
」
と

思
い
を
語
る
。

来
館
者
を
飽
き
さ
せ
な
い

生
き
た
展
示
や
体
験
イ
ベ
ン
ト

展
示
物
は
開
館
当
時
か
ら
ほ
ぼ
変
わ
ら
な

い
と
い
う
が
、
不
思
議
と
古
さ
を
感
じ
さ
せ

な
い
。

「
梨
栽
培
の
過
程
や
人
の
動
き
を
見
せ
る
と

い
う
、
一
貫
し
た
展
示
方
針
の
お
か
げ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
屋
外
で
は
実
際
に
梨
を

栽
培
し
て
い
る
の
で
、
訪
れ
る
た
び
に
変
化

も
あ
る
。
生
き
た
展
示
物
の
説
得
力
は
大
き

い
で
す
よ
」
と
吉
田
さ
ん
。

「
ト
リ
ビ
ア
満
載
の
バ
ー
チ
ャ
ル
梨
園
や
、

梨
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
カ
ー
ド
の
無
料
配
布
、

文／倉恒 弘美　　写真提供／鳥取二十世紀梨記念館 なしっこ館

全
問
正
解
す
る
と
梨
博
士
認
定
書
が
も
ら
え

る
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
幅
広
い
世
代
が

楽
し
く
学
べ
る
よ
う
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
展

示
し
て
い
ま
す
。
特
に
お
子
さ
ん
は
成
長
と

と
も
に
新
し
い
発
見
が
あ
る
よ
う
で
す
」
と

話
す
の
は
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
広
報
も
担
当

す
る
木
村
歩あ
ゆ
み

さ
ん
。

「
ま
た
、
梨
ガ
ー
デ
ン
で
は
、
時
季
ご
と
に

摘て
き

果か

や
袋
掛
け
、
収
穫
な
ど
当
館
な
ら
で
は

の
体
験
が
で
き
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
梨
が

当
た
る
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
や
梨
の
ス
イ
ー
ツ
作

り
な
ど
、
ほ
ぼ
毎
週
末
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、

年
一
度
の
『
全
国
巨
大
ナ
シ
コ
ン
テ
ス
ト
』

も
人
気
で
す
」
と
話
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
飽

き
さ
せ
な
い
工
夫
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
が

満
載
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
前
に
は
、
海
外
か
ら
の
観
光
客

を
は
じ
め
年
間
14
万
人
が
訪
れ
、
バ
ス
で
や
っ

て
来
る
ツ
ア
ー
客
も
多
か
っ
た
。
現
在
は
徐
々

に
外
国
人
も
増
え
、
客
足
は
戻
り
つ
つ
あ
る
。

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ご
当
地
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

鳥
取
二
十
世
紀
梨
記
念
館

な
し
っ
こ
館

１

（
鳥
取
県
倉
吉
市
）

梨
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
お
ま
か
せ
、

五
感
で
楽
し
む
人
気
施
設

参事 吉田亮さん（左）
梨ガーデンの管理や「梨つくり
大学」「梨のなんでも相談室」を
担当する、栽培農家の強い味方。

マネージャー 木村歩さん（右）
イベントの企画や情報発
信などを担当。来館者を
楽しませる工夫を常に考
えている。

工夫を凝らした館内展示。「不思議ガーデン」
では自分が小さくなった感覚で梨園を探検で
き、70の品種模型が並ぶ「梨と世界の人々」で
は日本に梨が伝搬し進化する過程が分かる

シンボルツリーがそびえる中央ホール天井は、梨農家の一日を追うように一定時間ごとに空の色が変化する

屋外の梨ガーデンではさまざまな品種の梨が栽培され、
時季ごとに「摘果」「袋掛け」などの体験ができる

お土産品の一番人気
は「贅沢二十世紀梨
ジュース」だ

東郷産の二十世紀梨
を使用したソフトク
リームは、爽やかな
酸味がクセになる

鳥
取
県
の
果
樹
産
業
の
振
興
を
目
指
し

生
産
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
役
割
も

一
般
来
館
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
以
外
に

力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
梨
農
家
や
就
農
希

望
者
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
の
専
門
的
な
機

能
だ
。「
梨
の
な
ん
で
も
相
談
室
」
を
常
設
し
、

梨
づ
く
り
に
関
す
る
相
談
を
受
け
て
い
る
ほ

か
、
梨
栽
培
に
つ
い
て
知
り
た
い
あ
ら
ゆ
る

人
を
対
象
に
、
一
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

「
梨
つ
く
り
大
学
」
を
開
講
し
て
い
る
。

梨
つ
く
り
大
学
は
、
梨
の
栽
培
技
術
の
向

上
と
新
品
種
普
及
に
よ
る
産
地
活
性
化
を
目

指
し
、
鳥
取
大
学
な
ど
と
の
産
学
官
連
携
で

２
０
０
９（
平
成
21
）年
に
開
設
し
た
。
受

講
者
の
年
代
は
20
～
70
代
と
幅
広
く
、
現

役
梨
農
家
も
い
れ
ば
、
新
規
就
農
を
目
指
す

人
、
仕
事
で
梨
農
家
と
関
わ
る
人
、
純
粋
に

梨
が
好
き
な
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
。
15
期
目

と
な
る
今
年
は
60
数
名
が
参
加
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
延
べ
７
５
８
人
が
受
講
し
て
い

る
。
２
割
は
県
外
か
ら
で
、
西
日
本
を
中
心

に
、
過
去
に
は
関
東
や
北
陸
か
ら
通
う
人
も

お
り
、
中
に
は
11
年
通
う
参
加
者
も
い
る
。

吉
田
さ
ん
は
梨
つ
く
り
大
学
の
学
長
も
務

め
、
講
座
も
受
け
持
つ
。

「
梨
の
栽
培
技
術
や
管
理
方
法
、
病
害
虫
対

策
、
害
獣
対
策
、
土
壌
改
良
な
ど
実
践
的
な

内
容
で
、
年
12
回
の
う
ち
２
回
は
園
芸
試
験

場
で
の
体
験
講
座
も
行
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
体
系
的
に
学
べ
る
場
は
少
な
く
、
相
談
室

と
併
せ
て
気
軽
に
質
問
で
き
る
環
境
を
整
え

て
い
ま
す
」

受
講
費
用
は
記
念
館
の
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト

代
１
５
０
０
円
の
み
。
吉
田
さ
ん
た
ち
は「
未

来
に
つ
な
げ
る
」
と
い
う
強
い
意
志
で
、
広

く
門
戸
を
開
い
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
が
梨
を
知
り

親
し
む
機
会
を
創
出

開
館
か
ら
20
数
年
、
日
本
唯
一
の
梨
の

記
念
館
は
、
観
光
や
学
び
の
場
と
し
て
、
そ

し
て
梨
農
家
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
の
コ
ン

テ
ン
ツ
を
充
実
さ
せ
、
日
本
随
一
の
施
設
と

な
っ
た
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
地
元
の

学
校
へ
通
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
出
前
授
業
や

体
験
学
習
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

「
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
地
元
の
産

業
を
知
っ
て
も
ら
い
梨
に
親
し
ん
で
ほ
し

い
」
と
吉
田
さ
ん
と
木
村
さ
ん
は
声
を
そ
ろ

え
る
。
次
の
段
階
に
向
け
た
歩
み
が
、
始
ま

ろ
う
と
し
て
い
る
。

「梨つくり大学」
鳥取大学、県内各JA、鳥取県園芸試験場の協力
で開講。栽培技術の一層の向上を図るとともに、
新品種普及に努め梨産業の活性化を目指している

鳥取二十世紀梨記念館 なしっこ館
鳥取県倉吉市駄経寺町198-4
倉吉パークスクエア内
☎0858-23-1174
http://1174.sanin.jp/
※休館日など詳細情報はホームページで

ご確認ください
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山
を
あ
る
く

《
広
島
県
》

三
倉
岳

み　
　
　
　
　

く
ら　
　
　
　

 

だ
け

地図制作：磯部 祥行　

写真提供／八頭町産業観光課商工観光室

も
で
き
る
。

朝
日
岳
か
ら
順
に
尾
根
を
伝
え
ば
、
大
き
な

岩
々
に
木
の
根
が
絡
み
付
く
急
斜
面
の
鎖
場
が

い
く
つ
も
あ
る
。
鎖
を
頼
り
に
岩
と
木
の
根
に

手
足
を
掛
け
全
身
で
乗
り
越
え
る
、
こ
の
難
所

こ
そ
が
三
倉
岳
登
山
の
醍
醐
味
で
あ
り
、
こ
れ

を
目
当
て
に
や
っ
て
来
る
人
も
多
い
。
途
中
の

岩
場
の
先
か
ら
は
眺
望
が
開
け
て
お
り
、
麓
の

街
並
み
が
見
え
た
り
隣
の
岳
の
絶
壁
が
見
え
た

り
と
、
眺
望
の
変
化
も
楽
し
い
。

夕
陽
岳
を
越
え
て
三
倉
岳
三
角
点
へ
向
か

い
、
登
頂
後
に
Ａ
コ
ー
ス
か
ら
下
山
す
れ
ば
、

約
３
～
４
時
間
程
度
で
の
周
遊
が
可
能
だ
。

左から並ぶ夕陽岳、中岳、朝日岳の三つの峰は人生の三要素「福」「徳」「寿」を表すとされる

広
島
県
の
西
端
、
大
竹
市
に
位
置
す
る
標
高

７
０
１・６
ｍ
の
三
倉
岳
は
、
西
か
ら
順
に
夕

陽
岳
、
中
岳
、
朝
日
岳
の
三
つ
の
鋭
く
尖
っ
た

峰
を
持
つ
た
め
「
三
本
槍
」
と
も
呼
ば
れ
、
周

辺
の
岩
場
と
共
に
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
名

所
と
さ
れ
る
。
こ
の
一
帯
は
県
立
自
然
公
園
と

し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
、
麓
に
あ
る
三
倉
岳
休

憩
所
で
届
け
を
出
し
て
か
ら
入
山
す
る
。

登
山
道
は
Ａ
コ
ー
ス
と
Ｂ
コ
ー
ス
が
あ
る
。

Ｂ
コ
ー
ス
を
朝
日
岳
へ
と
進
む
途
中
、
ロ
ッ

ク
ク
ラ
イ
マ
ー
が
登
る
た
め
の
金
具
が
付
い

た
ほ
ぼ
垂
直
の
岩
壁
に
幾
度
と
な
く
出
合
う

が
、
一
般
の
登
山
者
は
回
り
道
で
進
む
こ
と

1  夕陽岳山頂の岩場からの景色
2  それぞれの峰へは急勾配の鎖場を全身を使って登る
3  麓には整備されたキャンプ場が広がる
4  岩を登るロッククライマー
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2

3
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